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本紙は女性1之よる平和と平等を推進します

回

覧

と
皆
し
り
と
み
を
す
る
」
の
が
上
女
性
に
す
る
事
を
党
綱
領
に

悩
み
の
種
。
そ
れ
を
解
消
す
る
明
記
す
る
。
比
例
代
表
名
簡
の

た
め
、
党
員
外
の
人
を
擁
立
す
順
番
を
男
女
交
互
に
す
る
こ

る
制
度
(
国
民
会
識
)
を
も
探
と
」
な
ど
の
提
言
を
盛
り
込
ん

用
し
て
い
る
。

だ
ア
ピ
ー
ル
を
探
摂
し
た
。

が
話
し
あ
わ
れ
た
。

女
性
の
登
用
が
最
も
顕
著
な
※
ア
ン
ケ
ー
ト
資
料
が
欲
し

民
社
日
大
石
尚
子
・
党
女
性
共
産
U
林
紀
子
・
中
央
委
員
H

い
人
は
、
同
連
盟
の
広
田
信
子

局
長
川
は
、
九
O
年
に
女
性
対
は
、
「
女
性
党
員
が
三
八
・
四
偽

さ
ん

g
m
-
5
6
2
4
・
4
0

策
委
員
会
を
女
性
眉
に
昇
格
だ
か
色
、
中
央
委
員
、
衆
・
参

2
5ま
で
連
絡
を
。

し
、
五
月
の
党
大
会
に
打
ち
出
議
員
も
そ
の
数
字
を
め
ざ
す
と
一

I
l
l
i
-
-
l
i
l
1
1
1
1
1

す
運
動
方
針
の
中
に
ク
オ
l
タ
い
う
の
が
党
方
針
。選
挙
時
に
、
一

O
お
こ
と
わ
り

海
外
通
信

制
の
採
用
を
入
れ
る
よ
う
、
検
必
ず
各
政
党
が
女
性
政
策
を
出
一
は
都
合
に
よ
り
休
戦
し
ま
す
。

討
中
だ
と
い
う
。

す
。
そ
れ
が
口
先
だ
け
か
、
実

一

編
集
部

テ
ン
の
う
ち
一
党
支
配
の
三
国
わ
が
国
の
政
党
で
初
め
て
党
行
で
き
て
い
る
か
を
他
党
も
合

一
a
i
l
-
-i

l
i
-
-

(セ
l
シ
ェ
ル
、
キ
ュ
ー
バ
、

・
則
に
よ
る
ク
オ
l
タ
制
を
探
用
め
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
き
た
い
。

一

「

ど

ん

な

女

と

寝

中
里
伊
藤
く
六
カ
国
は
、
政
し
た
日
奈
川
襲
警
・
党
逆
説
と
し
て
女
性
で
あ
れ
ば
誰

一‘
ぽ
ょ
う
が
勝
手
じ
ゃ
な

党
が
ク
オ
l
タ
制
を
探
用
し
、
女
性
と
生
活
委
員
会
副
委
員
長
で
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一

ぽ

一

い
か
」
と
の
小
沢

一

女
性
議
員
を
増
や
す
努
力
を
し

N
京
、
現
状
は
一

O
警
に
女
性
が
震
に
何
重
む
か
が
一

一
竺

郎

氏

の

言
葉
に
あ
き

わ
が
国
の
衆
院
の
女
性
議
員
立
制
が
導
入
さ
れ
る
中
で
、
女
も
多
く
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
政
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
政
党
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
乙
と
に
つ
い
カ
ギ
だ
と
思
う
」

。

一
ん
ピ
れ
か
え

っ
て
い
た

率
は
(
一
了
七
物
)
、
世
界
百
性
の
擁
立
を
ど
う
考
え
て
い
る
権
完
だ
っ
た
自
民
が
二
・
七
帰
こ
の
よ
う
に
女
性
を
増
や
す
た
て
「
立
候
補
し
よ
う
と
い
う
女
新
生
日
上
田
清
司

・
衆
議
川

一
色
、
何
と
も
も
の
凄
い
永
野
前

五
十
六
カ
国
中
、
百
二
十
八
番
の
か
を
各
党
の
代
表
に
聞
こ
う
と
い
う
少
な
さ
は
、
い
か
に
男
め
の
方
針
を
綱
領
で
明
言
し
て
性
が
少
な
い
。
特
に
地
方
が
難
は
、
「
あ
の
小
沢
も
大
宅
映
子
一
法
相
の
発
言。

十
五
年
戦
争
は

目
。
先
進
国
の
中
で
最
下
位
で
と
い
う
も
の
だ
。

性
中
心
の
政
治
志
向
で
あ
る
い
る
と
こ
ろ
は
無
い
。し
か
し
、
か
し
い
。
逆
差
別
の
声
も
あ
る
さ
ん
と
の
対
談
の
中
で
ク
オ
l
一
侵
略
で
は
な
く
、
「
従
軍
慰
安

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
平
〈
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
〉

か

、

ρ
男
女
共
同
参
画
型
社
会
H

共
産
は
第
十
六
回
党
大
会
の
役
が
、
制
度
を
設
け
女
性
を
登
用
タ
制
の
必
要
性
を
言
っ

て
い
一
婦
」
は
ど
の
国
も
や
っ
て
い
た

均
の
八

・
九
俗
、
ア
ジ
ア
諸
国
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼
は
十
四
政
施
策
は
単
な
る
か
け
声
、
ま
や
員
選
考
委
員
会
報
告
に
「
党
役
し
な
い
と
増
え
な
い
と
思
う
る
」

(笑
)
、

「新
生
党
は
衆
一
公
娼
で
、
民
族
差
別
で
も
女
性

平
均
六

・
九
物
に
遠
く
及
は
な
覚
、
回
答
は
十
政
党
か
ら
あ
っ
か
し
に
さ
え
思
わ
せ
る
数
字
で
員
、
女
性
党
員
比
率

(一
二
八
・
し
、
社
会
の
体
質
や
雰
囲
気
の
院
選
に
比
例
が
で
き
る
の
で
、
一
へ
の
べ

つ
視
で
も
な
く
、
南
京

い
。

た
。

あ
る
。
各
政
党
の
最
高
決
定
機
四
必
)
に
で
き
る
だ
け
近
づ
り
改
善
も
必
要
だ
」

。

選
挙
戦
と
い
う
大
変
な
こ
と
を
一
事
件
を
デ
ッ
チ
あ
げ
と
い
う
に

各
国
は
、
国
際
婦
人
年
以
来
、
ま
ず
、
女
性
党
員
数
の
割
合
闘
に
ど
の
く
ら
い
女
性
が
い
る
る
」
と
し
、
社
会
は
一
九
九
四
女
性
の
委
員
長
、
衆
議
院
議
経
な
く
と
も
当
選
で
き
る
比
例
一
至
っ
て
は
、
も
う
伺
と
も
V
引

女
性
議
員
を
増
や
す
た
め
に
さ
を
見
る
と
|
|
民
社
五

・
六
か
?
最
も
多
い
の
が
共
産
で
三

年
一
月
決
議
で

「九
五
年
ま
で
霊
を
生
ん
だ
社
会
H
千
葉
景
子
の
部
分
に
女
性
を
出
し
て
い
き
一
貫
辞
任
は
当
然
だ
が
、
や
め
る

ま
ざ
ま
な
戦
術
や
制
度
を
導
入
物
、
さ
き
が
け
(
?
)
、
公
明
十
九
人
(
一
九
偽
)
、
日
本
新
に
女
性
議
員
、
党
役
員
の
女
性

・
党
劃
委
員
長
H
は
、
「
九
五
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
一
と
き
の
記
者
会
見
で
、
前
言
は

し
て
い
る
。
例
え
ば
三
十
四
カ
四
四

・
六
婦
、
日
本
新
二
三
・

二
人
(
一
三
物
)
、社
会
二
人
(
八
散
を
一
ニ
O
悌
に
す
る
」
ほ
か
を
年
ま
で
に
ク
オ
!
タ
制
導
入
の
女
性
が
社
会
で
活
躍
で
き
る
環
一
全
部
誤
ま
り
と
は
い
っ
た
が
、

園
、
五
十
六
の
政
党
は
政
党
内
八
婦
、
社
会
一
五

・
五
物
、
自
・
七
必
)
、
公
明
二
人
(
八

・

打
ち
出
し
て
い
る
。
日
本
新
は
決
議
を
し
た
が
、
実
際
に
実
行
境
づ
く
り
を
し
な
い
と
、
党
が
一
本
心
か
ら
反
省
レ
て
い
る
と
は

の
幹
部
探
用
や
選
挙
候
補
者
選
民
三
八

・
O
偽
、
共
産
三
八

・

六
物
)
、
民
社
二
人

(六・

三

党
則
に
「
ど
ち
ら
か
の
性
の
割
で
き
る
か
不
安
。
女
性
は
党
役
何
物
を
女
性
に
と
決
め
て
も
、
一
と
う
て
い
思
え
な
か
っ
た
。
そ

定
の
際
に
ク
オ
l
タ

(劃
り
当
四
物
、
新
生
(
0
・)
。
全
党
の
偽
)。

自
民
、
さ
き
が
け
、
新
合
が
ニ

O
婦
を
下
回
ら
な
い
」
買
な
ど
、
乙
こ
は
女
性
の
セ
ク
出
る
人
が
い
な
け
れ
ば
席
を
埋
一
れ
に
法
相
は
や
め
て
も
国
会
議

で
制
)
を
採
用
す
る
な
ど
。

平
均
は
二
五
物
、
四
人
に

一
人
生
は
零
。
そ
れ
も
共
産
を
除
く
と
し
、
大
会
決
議
や
党
則
で
ク
シ
ョ
ン
だ
と
し
て
絶
対
離
さ
め
ら
れ
な
い
」

。

一
員
は
や
め
な
い
だ
ろ
う
O

H

国

わ
が
国
で
は
ど
う
か
|
|
。

が
女
性
党
員
だ
。
乙
の
比
率
か
ほ
と
ん
ど
の
党
が
二
人
の
う
ち
オ
l
タ
制
を
掘
っ
て
い
る
こ
と
ず
、
そ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
次
の
女
性
は
比
例
の
部
分
で
出
す
一
毘
の
代
表

・
選
良
ρ

に
こ
ん
な

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
各
政
党
ら
い
く
と
女
性
議
員
も
四
人
に
一
人
が
女
性
問
題
担
当
の
代
表
か
ら
、
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

女
性

，d<Dt1 I t~ ll 

ト」実施|l全国フェミニスト議員連盟が「政党の女性政策アンケー
もふ豊

初
%
以
上
の
候
補
者
を

比
例
代
表
順
も
男
女
交
互
に

設
立
三
周
年
を
迎
え
た
全
国
フ
ェ
ミ
一
一
ス
卜
議
員
連
盟

(中
嶋
里
美・

三
井
マ
リ
子
代
表
)

は
、
「
政
党
の
女
性
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
四
月
十
六
日
、
重
京

都
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「党
首
に
聞
き
た
い
|
|
女
性
議
員
を

ど
っ
増
や
す
」
を
行
っ
日

憲
法
ゃ
ぶ
り
は
許
さ
な
い

高
ま
る
危
機
感
、
会
場
に
人
あ
ふ
れ

憲
法
記
念
日
の
五
月
三
目
、
各
地
で
改
憲
は
許
さ
な
い
、
今
こ
そ
九
条
の
旗
を
高
く
か
か
げ

よ
う
と
い
う
集
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
中
で
女
性
が
聞
い
た
〈
憲
法
ゃ
ぶ
り
は
許
さ
な
い
/
「大

国
日
本
」
へ
の
道
を
検
証
す
る
〉

(
3日
目
時
、
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー、

主
催

・
戦
争
へ
の
道

を
許
さ
な
い
女
た
ち
の
連
絡
会
)
の
模
様
を
紹
介
し
よ
う
。

「
連
立
政
権
へ
の
幻
想
が
破

れ
、
自
民
政
府
も
な
し
え
な
か

っ
た
戦
争
へ
の
道
に
ふ
み
こ
ん

で
行
っ
て
い
る
」

(司
会
者
の

開
会
の
あ
い
さ
つ
か
ろ
)
日
本

の
現
状
。
危
機
感
を
反
映
し
て

か
、
会
場
一
ぱ
い
の
四
百
五
十

人
の
参
加
者
。
つ
い
に
は
廊
下

ま
で
冊
子
を
並
べ
る
盛
目
だ
っ

た
。会
は
ま
ず
浅
井
基
文
さ
ん

(
明
治
学
院
大
教
授
)
の
講
演

で
〈
小
沢
戦
略
を
読
む
〉

。

浅
井
さ
ん
は
小
沢
一
郎
氏
を

「
態
法
改
悪
に
ま
っ
し
ぐ
ら
に

進
む
政
治
家
」
と
い
い
、
小
沢ん

さ子事井永の会司弁浅島中脇大武、り
内
M左

やぶ(H1許ぎな¥.Y
¥]白木jへ〆レf女1F72

氏
に
代
表
さ
れ
る
新
保
守
主
義

の
危
険
性
を
詳
細
に
分
析
し

た
小
沢
氏
の
思
想
、
戦
略
が
は

っ
き
り
し
て
き
た
の
は
湾
岸
戦

争
以
後
で
あ
る
。
小
沢
民
は
当

時
自
民
党
幹
事
長
と
し
て
、
米

国
の
要
求
に
こ
た
-
え
る
た
め
苦

労
し
、
思
想
的
に
も
変
わ
り
、

単
な
る
田
中
角
栄
嫡
出
で
な
く

な
っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
後

の
彼
の
打
つ
手
に
対
し
、
護
軍
思

興
力
の
方
が
後
追
い
状
況
。
こ

3
場一
仲

村

内

の

単一品

」

、
咋
事

s
g
忽

湾

、

、

d

帯
'
、

J

t
A

E
占

。J
U

ホ
跡窃久v‘

 

れ
で
は
形
艶
挽
回
は
で
き
な

い
。
「
な
ぜ
私
た
ち
の
主
張
が

国
民
に
浸
透
し
な
か
っ
た
か
。

一
つ
に
は
深
刻
な
マ
ス
コ
ミ
の

状
況
が
あ
り
ま
す
。
小
沢
を
頂

点
と
す
る
い
わ
ゆ
る
改
憲
勢
力

を
重
視
し
、
槽
発
言
の
よ
う
な

状
況
を
生
み
出
し
た
。
反
対
批

判
の
主
張
は
殆
ど
無
視
さ
れ

た」

。
マ
ス
コ
ミ
の
大
き
な
力

に
世
論
が
流
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
H

生
活
保
守
H

に
傾

い
た
国
民
は
、
H

一
国
平
和
主

義
H

な
ど
と
い
わ
れ
る
と
た
じ

ろ
い
で
し
ま
う
。
そ
こ
へ
社
会

党
の
決
定
的
堕
落
が
あ
る
。
冷

戦
が
終
わ
っ
た
と
と
で
中
立
に

対
す
る
確
信
が
も
て
ず
、
ア
メ

リ
カ
の
政
策
を
批
判
で
き
ず
社

浅井基文さん

圃
マ
ン
デ
ラ
大
統
領
誕
生

南
ア
フ
リ
カ
で
全
人
種
が
初

め
て
参
加
し
た
選
挙
を
終
え

た
。
九
日
選
挙
後
の
初
国
会
が

聞
か
れ
、
最
大
政
党
と
な
っ
た

ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
(
A
N
C
)

の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
識
長

、の基準です。これからの住お銅自ft:IiICD
4主~L'

人生80年時代。長寿社会に対応する安心住宅、ヘーベルハウス O

世界ーの長寿問、 ニッポン。し、わゆる|寸l塊の世代が65歳を迎える平成26年には、65歳以上の人 lIが

3000万人を突破すると予測されてし、ます。これからは住まし、づくりにも、長存社会を反映した新い、観点

長寿社会における住まし、からのアプローチが必要になってし、ます。旭化成ι建設省建築研究所は、
づくりのあり方について共同研究してきました。そこで、、培ってきた成果をもとに、家族みんなが長期間安心

して性み続けられる設計・設備システム、AICS(アイクス)を開発。次代のイキ.まし、にふさわしし、高いレベル

の基本性能とともに、①日常生活の安全性②利便性③快適性④将来対応性の4つの視点、から考

えられたシステムカミあらゆる年代にわたる家族みんなの安全で快適な暮らしをやさしくサポートします二
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本紙は女性1之よる平和と平等を推進します

回

覧

と
皆
し
り
と
み
を
す
る
」
の
が
上
女
性
に
す
る
事
を
党
綱
領
に

悩
み
の
種
。
そ
れ
を
解
消
す
る
明
記
す
る
。
比
例
代
表
名
簡
の

た
め
、
党
員
外
の
人
を
擁
立
す
順
番
を
男
女
交
互
に
す
る
こ

る
制
度
(
国
民
会
識
)
を
も
探
と
」
な
ど
の
提
言
を
盛
り
込
ん

用
し
て
い
る
。

だ
ア
ピ
ー
ル
を
探
摂
し
た
。

が
話
し
あ
わ
れ
た
。

女
性
の
登
用
が
最
も
顕
著
な
※
ア
ン
ケ
ー
ト
資
料
が
欲
し

民
社
日
大
石
尚
子
・
党
女
性
共
産
U
林
紀
子
・
中
央
委
員
H

い
人
は
、
同
連
盟
の
広
田
信
子

局
長
川
は
、
九
O
年
に
女
性
対
は
、
「
女
性
党
員
が
三
八
・
四
偽

さ
ん

g
m
-
5
6
2
4
・
4
0

策
委
員
会
を
女
性
眉
に
昇
格
だ
か
色
、
中
央
委
員
、
衆
・
参

2
5ま
で
連
絡
を
。

し
、
五
月
の
党
大
会
に
打
ち
出
議
員
も
そ
の
数
字
を
め
ざ
す
と
一

I
l
l
i
-
-
l
i
l
1
1
1
1
1

す
運
動
方
針
の
中
に
ク
オ
l
タ
い
う
の
が
党
方
針
。選
挙
時
に
、
一

O
お
こ
と
わ
り

海
外
通
信

制
の
採
用
を
入
れ
る
よ
う
、
検
必
ず
各
政
党
が
女
性
政
策
を
出
一
は
都
合
に
よ
り
休
戦
し
ま
す
。

討
中
だ
と
い
う
。

す
。
そ
れ
が
口
先
だ
け
か
、
実

一

編
集
部

テ
ン
の
う
ち
一
党
支
配
の
三
国
わ
が
国
の
政
党
で
初
め
て
党
行
で
き
て
い
る
か
を
他
党
も
合

一
a
i
l
-
-i

l
i
-
-

(セ
l
シ
ェ
ル
、
キ
ュ
ー
バ
、

・
則
に
よ
る
ク
オ
l
タ
制
を
探
用
め
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
き
た
い
。

一

「

ど

ん

な

女

と

寝

中
里
伊
藤
く
六
カ
国
は
、
政
し
た
日
奈
川
襲
警
・
党
逆
説
と
し
て
女
性
で
あ
れ
ば
誰

一‘
ぽ
ょ
う
が
勝
手
じ
ゃ
な

党
が
ク
オ
l
タ
制
を
探
用
し
、
女
性
と
生
活
委
員
会
副
委
員
長
で
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一

ぽ

一

い
か
」
と
の
小
沢

一

女
性
議
員
を
増
や
す
努
力
を
し

N
京
、
現
状
は
一

O
警
に
女
性
が
震
に
何
重
む
か
が
一

一
竺

郎

氏

の

言
葉
に
あ
き

わ
が
国
の
衆
院
の
女
性
議
員
立
制
が
導
入
さ
れ
る
中
で
、
女
も
多
く
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
政
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
政
党
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
乙
と
に
つ
い
カ
ギ
だ
と
思
う
」

。

一
ん
ピ
れ
か
え

っ
て
い
た

率
は
(
一
了
七
物
)
、
世
界
百
性
の
擁
立
を
ど
う
考
え
て
い
る
権
完
だ
っ
た
自
民
が
二
・
七
帰
こ
の
よ
う
に
女
性
を
増
や
す
た
て
「
立
候
補
し
よ
う
と
い
う
女
新
生
日
上
田
清
司

・
衆
議
川

一
色
、
何
と
も
も
の
凄
い
永
野
前

五
十
六
カ
国
中
、
百
二
十
八
番
の
か
を
各
党
の
代
表
に
聞
こ
う
と
い
う
少
な
さ
は
、
い
か
に
男
め
の
方
針
を
綱
領
で
明
言
し
て
性
が
少
な
い
。
特
に
地
方
が
難
は
、
「
あ
の
小
沢
も
大
宅
映
子
一
法
相
の
発
言。

十
五
年
戦
争
は

目
。
先
進
国
の
中
で
最
下
位
で
と
い
う
も
の
だ
。

性
中
心
の
政
治
志
向
で
あ
る
い
る
と
こ
ろ
は
無
い
。し
か
し
、
か
し
い
。
逆
差
別
の
声
も
あ
る
さ
ん
と
の
対
談
の
中
で
ク
オ
l
一
侵
略
で
は
な
く
、
「
従
軍
慰
安

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
平
〈
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
〉

か

、

ρ
男
女
共
同
参
画
型
社
会
H

共
産
は
第
十
六
回
党
大
会
の
役
が
、
制
度
を
設
け
女
性
を
登
用
タ
制
の
必
要
性
を
言
っ

て
い
一
婦
」
は
ど
の
国
も
や
っ
て
い
た

均
の
八

・
九
俗
、
ア
ジ
ア
諸
国
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼
は
十
四
政
施
策
は
単
な
る
か
け
声
、
ま
や
員
選
考
委
員
会
報
告
に
「
党
役
し
な
い
と
増
え
な
い
と
思
う
る
」

(笑
)
、

「新
生
党
は
衆
一
公
娼
で
、
民
族
差
別
で
も
女
性

平
均
六

・
九
物
に
遠
く
及
は
な
覚
、
回
答
は
十
政
党
か
ら
あ
っ
か
し
に
さ
え
思
わ
せ
る
数
字
で
員
、
女
性
党
員
比
率

(一
二
八
・
し
、
社
会
の
体
質
や
雰
囲
気
の
院
選
に
比
例
が
で
き
る
の
で
、
一
へ
の
べ

つ
視
で
も
な
く
、
南
京

い
。

た
。

あ
る
。
各
政
党
の
最
高
決
定
機
四
必
)
に
で
き
る
だ
け
近
づ
り
改
善
も
必
要
だ
」

。

選
挙
戦
と
い
う
大
変
な
こ
と
を
一
事
件
を
デ
ッ
チ
あ
げ
と
い
う
に

各
国
は
、
国
際
婦
人
年
以
来
、
ま
ず
、
女
性
党
員
数
の
割
合
闘
に
ど
の
く
ら
い
女
性
が
い
る
る
」
と
し
、
社
会
は
一
九
九
四
女
性
の
委
員
長
、
衆
議
院
議
経
な
く
と
も
当
選
で
き
る
比
例
一
至
っ
て
は
、
も
う
伺
と
も
V
引

女
性
議
員
を
増
や
す
た
め
に
さ
を
見
る
と
|
|
民
社
五

・
六
か
?
最
も
多
い
の
が
共
産
で
三

年
一
月
決
議
で

「九
五
年
ま
で
霊
を
生
ん
だ
社
会
H
千
葉
景
子
の
部
分
に
女
性
を
出
し
て
い
き
一
貫
辞
任
は
当
然
だ
が
、
や
め
る

ま
ざ
ま
な
戦
術
や
制
度
を
導
入
物
、
さ
き
が
け
(
?
)
、
公
明
十
九
人
(
一
九
偽
)
、
日
本
新
に
女
性
議
員
、
党
役
員
の
女
性

・
党
劃
委
員
長
H
は
、
「
九
五
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
一
と
き
の
記
者
会
見
で
、
前
言
は

し
て
い
る
。
例
え
ば
三
十
四
カ
四
四

・
六
婦
、
日
本
新
二
三
・

二
人
(
一
三
物
)
、社
会
二
人
(
八
散
を
一
ニ
O
悌
に
す
る
」
ほ
か
を
年
ま
で
に
ク
オ
!
タ
制
導
入
の
女
性
が
社
会
で
活
躍
で
き
る
環
一
全
部
誤
ま
り
と
は
い
っ
た
が
、

園
、
五
十
六
の
政
党
は
政
党
内
八
婦
、
社
会
一
五

・
五
物
、
自
・
七
必
)
、
公
明
二
人
(
八

・

打
ち
出
し
て
い
る
。
日
本
新
は
決
議
を
し
た
が
、
実
際
に
実
行
境
づ
く
り
を
し
な
い
と
、
党
が
一
本
心
か
ら
反
省
レ
て
い
る
と
は

の
幹
部
探
用
や
選
挙
候
補
者
選
民
三
八

・
O
偽
、
共
産
三
八

・

六
物
)
、
民
社
二
人

(六・

三

党
則
に
「
ど
ち
ら
か
の
性
の
割
で
き
る
か
不
安
。
女
性
は
党
役
何
物
を
女
性
に
と
決
め
て
も
、
一
と
う
て
い
思
え
な
か
っ
た
。
そ

定
の
際
に
ク
オ
l
タ

(劃
り
当
四
物
、
新
生
(
0
・)
。
全
党
の
偽
)。

自
民
、
さ
き
が
け
、
新
合
が
ニ

O
婦
を
下
回
ら
な
い
」
買
な
ど
、
乙
こ
は
女
性
の
セ
ク
出
る
人
が
い
な
け
れ
ば
席
を
埋
一
れ
に
法
相
は
や
め
て
も
国
会
議

で
制
)
を
採
用
す
る
な
ど
。

平
均
は
二
五
物
、
四
人
に

一
人
生
は
零
。
そ
れ
も
共
産
を
除
く
と
し
、
大
会
決
議
や
党
則
で
ク
シ
ョ
ン
だ
と
し
て
絶
対
離
さ
め
ら
れ
な
い
」

。

一
員
は
や
め
な
い
だ
ろ
う
O

H

国

わ
が
国
で
は
ど
う
か
|
|
。

が
女
性
党
員
だ
。
乙
の
比
率
か
ほ
と
ん
ど
の
党
が
二
人
の
う
ち
オ
l
タ
制
を
掘
っ
て
い
る
こ
と
ず
、
そ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
次
の
女
性
は
比
例
の
部
分
で
出
す
一
毘
の
代
表

・
選
良
ρ

に
こ
ん
な

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
各
政
党
ら
い
く
と
女
性
議
員
も
四
人
に
一
人
が
女
性
問
題
担
当
の
代
表
か
ら
、
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

女
性

，d<Dt1 I t~ ll 

ト」実施|l全国フェミニスト議員連盟が「政党の女性政策アンケー
もふ豊

初
%
以
上
の
候
補
者
を

比
例
代
表
順
も
男
女
交
互
に

設
立
三
周
年
を
迎
え
た
全
国
フ
ェ
ミ
一
一
ス
卜
議
員
連
盟

(中
嶋
里
美・

三
井
マ
リ
子
代
表
)

は
、
「
政
党
の
女
性
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
四
月
十
六
日
、
重
京

都
女
性
情
報
セ
ン
タ
ー
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「党
首
に
聞
き
た
い
|
|
女
性
議
員
を

ど
っ
増
や
す
」
を
行
っ
日

憲
法
ゃ
ぶ
り
は
許
さ
な
い

高
ま
る
危
機
感
、
会
場
に
人
あ
ふ
れ

憲
法
記
念
日
の
五
月
三
目
、
各
地
で
改
憲
は
許
さ
な
い
、
今
こ
そ
九
条
の
旗
を
高
く
か
か
げ

よ
う
と
い
う
集
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
中
で
女
性
が
聞
い
た
〈
憲
法
ゃ
ぶ
り
は
許
さ
な
い
/
「大

国
日
本
」
へ
の
道
を
検
証
す
る
〉

(
3日
目
時
、
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー、

主
催

・
戦
争
へ
の
道

を
許
さ
な
い
女
た
ち
の
連
絡
会
)
の
模
様
を
紹
介
し
よ
う
。

「
連
立
政
権
へ
の
幻
想
が
破

れ
、
自
民
政
府
も
な
し
え
な
か

っ
た
戦
争
へ
の
道
に
ふ
み
こ
ん

で
行
っ
て
い
る
」

(司
会
者
の

開
会
の
あ
い
さ
つ
か
ろ
)
日
本

の
現
状
。
危
機
感
を
反
映
し
て

か
、
会
場
一
ぱ
い
の
四
百
五
十

人
の
参
加
者
。
つ
い
に
は
廊
下

ま
で
冊
子
を
並
べ
る
盛
目
だ
っ

た
。会
は
ま
ず
浅
井
基
文
さ
ん

(
明
治
学
院
大
教
授
)
の
講
演

で
〈
小
沢
戦
略
を
読
む
〉

。

浅
井
さ
ん
は
小
沢
一
郎
氏
を

「
態
法
改
悪
に
ま
っ
し
ぐ
ら
に

進
む
政
治
家
」
と
い
い
、
小
沢ん

さ子事井永の会司弁浅島中脇大武、り
内
M左

やぶ(H1許ぎな¥.Y
¥]白木jへ〆レf女1F72

氏
に
代
表
さ
れ
る
新
保
守
主
義

の
危
険
性
を
詳
細
に
分
析
し

た
小
沢
氏
の
思
想
、
戦
略
が
は

っ
き
り
し
て
き
た
の
は
湾
岸
戦

争
以
後
で
あ
る
。
小
沢
民
は
当

時
自
民
党
幹
事
長
と
し
て
、
米

国
の
要
求
に
こ
た
-
え
る
た
め
苦

労
し
、
思
想
的
に
も
変
わ
り
、

単
な
る
田
中
角
栄
嫡
出
で
な
く

な
っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
後

の
彼
の
打
つ
手
に
対
し
、
護
軍
思

興
力
の
方
が
後
追
い
状
況
。
こ

3
場一
仲

村

内

の

単一品

」

、
咋
事

s
g
忽

湾

、

、

d

帯
'
、

J

t
A

E
占

。J
U

ホ
跡窃久v‘

 

れ
で
は
形
艶
挽
回
は
で
き
な

い
。
「
な
ぜ
私
た
ち
の
主
張
が

国
民
に
浸
透
し
な
か
っ
た
か
。

一
つ
に
は
深
刻
な
マ
ス
コ
ミ
の

状
況
が
あ
り
ま
す
。
小
沢
を
頂

点
と
す
る
い
わ
ゆ
る
改
憲
勢
力

を
重
視
し
、
槽
発
言
の
よ
う
な

状
況
を
生
み
出
し
た
。
反
対
批

判
の
主
張
は
殆
ど
無
視
さ
れ

た」

。
マ
ス
コ
ミ
の
大
き
な
力

に
世
論
が
流
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
H

生
活
保
守
H

に
傾

い
た
国
民
は
、
H

一
国
平
和
主

義
H

な
ど
と
い
わ
れ
る
と
た
じ

ろ
い
で
し
ま
う
。
そ
こ
へ
社
会

党
の
決
定
的
堕
落
が
あ
る
。
冷

戦
が
終
わ
っ
た
と
と
で
中
立
に

対
す
る
確
信
が
も
て
ず
、
ア
メ

リ
カ
の
政
策
を
批
判
で
き
ず
社

浅井基文さん

圃
マ
ン
デ
ラ
大
統
領
誕
生

南
ア
フ
リ
カ
で
全
人
種
が
初

め
て
参
加
し
た
選
挙
を
終
え

た
。
九
日
選
挙
後
の
初
国
会
が

聞
か
れ
、
最
大
政
党
と
な
っ
た

ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
(
A
N
C
)

の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
識
長

、の基準です。これからの住お銅自ft:IiICD
4主~L'

人生80年時代。長寿社会に対応する安心住宅、ヘーベルハウス O

世界ーの長寿問、 ニッポン。し、わゆる|寸l塊の世代が65歳を迎える平成26年には、65歳以上の人 lIが

3000万人を突破すると予測されてし、ます。これからは住まし、づくりにも、長存社会を反映した新い、観点

長寿社会における住まし、からのアプローチが必要になってし、ます。旭化成ι建設省建築研究所は、
づくりのあり方について共同研究してきました。そこで、、培ってきた成果をもとに、家族みんなが長期間安心

して性み続けられる設計・設備システム、AICS(アイクス)を開発。次代のイキ.まし、にふさわしし、高いレベル

の基本性能とともに、①日常生活の安全性②利便性③快適性④将来対応性の4つの視点、から考

えられたシステムカミあらゆる年代にわたる家族みんなの安全で快適な暮らしをやさしくサポートします二
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議斤怪胃

ユ
ブ
レ
ヒ
コ
ー
ル

経
済
封
鎖
は
人
権
違
反

〈火曜日〉

会
場
を
圧
し
た
シ

一
九
九
四
年
四
月
二
十
日
か

ら
一
一
十
二
日
ま
で
イ
ラ
ク
の
バ

グ
ダ
ー
ド
で
聞
か
れ
た
「
人
権

と
帰
入
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
席
し
た
。

三
月
二
十
四
日
に
イ
ラ
ク
大

使
館
か
ら
突
様
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

出
席
し
な
い
か
と
い
う
連
絡
を

も
ら
っ
た
。
イ
ラ
ク
婦
人
総
悶

望
豆
、
マ
ナ
l
ル
・
ユ
I
ニ

ス
・
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ラ
ザ
ッ
ク

に
よ
る
案
内
に
よ
る
と
、
第
四

回
世
界
婦
人
会
議
(
北
京
)
を

視
野
に
入
れ
、
テ
!
?
は
、
「
l
、

婦
人
と
人
権
(
ウ
ィ
ー
ン
宣
言

の
討
織

)
2、
基
本
的
人
権
と

し
て
の
ナ
イ
ロ
ビ
の
積
極
的
戦

略
の
諸
目
的
(
平
等
l
発
展
l

平
和
)
3、
人
権
を
実
践
す
る

婦
人
に
立
ち
は
だ
か
る
挑
戦
と

そ
れ
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
諸

手
段
」
と
三
つ
あ
っ
た
。
イ
ラ

ク
で
滞
在
に
か
か
る
費
用
は
イ

ラ
ク
婦
人
総
同
盟
が
負
担
し
、

航
空
費
は
自
分
持
ち
で
あ
っ

た
。
私
は
イ
ラ
ク
の
女
性
に
つ

1994年 5月 10目安売~ /'、

とう〉の番組の進行保をつ
とめた(左力、ら)民放アナウンサ一、研究者、支援

伊体を代表する女使、厚生大臣 、園宮放送アナウ
/すー (リベラシオン紙4ノ18)

肋111ann6・<1(>pt，-patll¥Ion，拠d笥'"錨iOMlli仰創lωM:o;sr蜘"，旬111:.furce. 
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国壬~

全
テ
レ
ビ
局
が
協
同
制
作

降
旗
あ
つ
子

{揖3種郵恒物毘可)

「
私
の
名
は
パ

1
パ
ラ
o
十
々
に
洗
い
ま
し
た
。
何
度
も
自

九
歳
で
す
。
三
年
前
に
あ
る
男
殺
を
考
え
ま
し
た
。
が
、
あ
る

性
と
つ
き
あ
い
始
め
ま
し
た
。
時
私
を
支
え
て
く
れ
る
人
に
出

彼
は
エ
イ
ズ
感
拠
者
で
し
た
会
い
、
今
夜
-
」
つ
し
て
証
人
と

が
、
私
に
言
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
し
て
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
に

で
し
た
。
私
も
感
染
し
ま
し
た
。
立
つ
決
心
を
し
ま
し
た
」

そ
れ
が
分
か
っ
た
時
、
エ
イ
ズ
四
月
七
日
夜
八
時
五
十
分
、

に
つ
い
て
知
識
の
な
か
っ
た
私
テ
レ
ビ
を
観
で
い
た
フ
ラ
ン
ス

は
、
自
分
の
衣
服
の
涜
凶
や
食
人
は
皆
、
と
の
女
性
の
発
マ
一盲
に

器
洗
い
も
他
の
人
の
も
の
と
別
息
を
の
ん
だ
に
遣
い
な
い
。

を
品
開
暗
唱
し
た
。

こ
の
番
組
は
エ
イ
ズ
を
チ
!

?
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
金
子
ャ
ン

ネ
ル
〈
七
局
)
が
協
同
し
て
企

画
し
た
生
番
組
だ
。
金
チ
ャ
ン

ネ
ル
協
同
制
作
番
組
と
い
う
の

は
、
む
ろ
ん
フ
ラ
ン
ス
・
メ
デ

ィ
ア
史
上
初
め
て
の
こ
と
だ
。

第 1063号第 1063号

高司|
年
々
伸
び
る
勤
続
年
数
/

買
春
の
根
絶
ヘ

直記

〈揮3種郵便物偲可)

靖
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シ
ェ
イ
・
カ
レ
ン
神
父
が
来
日

古希 f、来斤怪f'J国受き

思
い
ど
お
り
の
本
格
木
造
注
文
住
宅
が

思
い
ど
お
り
の
ご
予
算
で
実
現
で
き
ま
す
。

本社(干1511東京都渋合区代々木2-11-17TEL.03-3370-1201 殖産住宅:持
HOMESi 

SHARP 

C P  すぐ見たい。撮られた人は

-
ホ
l
メ
ス
ト
輝
は
、
本
絡
木
造
の
注
文
住
宅
で
す
。

よ
い
決
と
均
の
ぷ
さ
の
村
を
使
っ
た
-
フ
l
ン
ウ
y
ド
l

法

を

保

川
。

川
U

川
市
川
で
耐
久
刊
に
催
れ
た
れ
ま
い
を
お
往
て
し
ま
す

-
あ
な
た
の
寸
患
い
ど
お
り
の
生
活
」
を
、
具
体
的
に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
す
。

コ
}
'
凡
な
ん
1
7山
が
し
た
い
」
と
い
う
唱
あ
な
た
が
お
ザ
み
の
パ
1

治
ス
タ
イ
ル
て
、

わ
か
り
や
す
〈
日
体
的
に
プ
ラ
ン
を
た
て
ま
す
。

-
こ
予
算
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
お
出
し
し
ま
す

仙

m'ハ
の
ン
ス
テ
ム
て
、
ご
，
I
M
M
悦
ボ
が
ス
ヒ
l
テ
ィ
に
。

日
ま
い
づ
〈
り
が
と
て
む
明
快
に
な
り
ま
し
た
。

新
・
生
活
注
文
住
宅

ホ
l
メ
ス
ト

女を、微妙にする香り
t咋!l!!と呼ばれた、Xl'、I似の物「Jtその丹tafム.世

からよみかえった沙梨花の再り、SASO
心を微妙にゆらす神秘的立丹りの}J

山

川川

川

山
川

川

々

伸

び

て

い

る

。

1
9
9
2年
数
ロ
・

5
年
。

産
業
別
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
6

川

川

女

子

雇

用

者

の

平
均
年
齢
お

1
9
7
5年
安
子
雇
用
者

1
8方
人
、
卸
小
売
り
・
飲

州

歳

、

平

均

勤

続

年

数

7

4
年
。
の
平
均
年
齢
は
お
・

4
歳
、
平
食
庖
5
3
8方
人
、
製
造
業
4

川

川

議

以

上

自

・

易

、

4
人
均
勤
続
年
数
5
・
8
年
だ
っ

9
4万
人
。
こ
の
3
つ
の
産
業

川
ア
ジ
ア
観
光
正
と
も
買
春
慢
だ
ち
が
ア
メ
リ
カ
海
軍
兵
士
や
大
阪
・
事
院
カ
ト
リ
y

ク

セ

ン

酬

に

l

人

(

幻

物

)

が

勤

続

凶

年

完

怨

平

た

ら

す

で

平

均

年

齢

で

女

性

蛍

用

者

の

8
割
以
上
が

川
一
杷
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(E
C
観
光
容
の
買
春
相
手
に
さ
れ
、
タ
1
V
幻
臼
(
土
)
川
時
京
川
雇
用
さ
れ
て
い
る
女
誕
の
平
以
上
で
あ
る
。
男
性
の
場
合
は
、

T
2年
以
上
、
動
晩
年
数
で
l
働
い
て
い
る
(
「
女
性
の
現
状

川
P
A
1
5

唄
と
し
て
、
7
r

性
的
虐
待
を
受
け
て
い
る
妻
都
三
条
河
原
町
カ
ト
リ
ッ
ク
川
均
車
齢
、
平
均
勤
続
重
量
平
均
鈎
・

7
歳
、
平
均
勤
続
年

・

4
8た
こ
と
に
な
る
。

と
施
策
」
総
理
府
)
。

川
リ
ピ
ン
か
ら
シ
ー
イ
・
カ
レ
ン
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
を
救
う
教
会
V
2日
(
口
)
旧
時
大
川
一
一三
一一三
一-=EE--一一一
一一=一一一一三
一三一一-ZE
--三三一一三三三===主主主三主主三重三一言言ZEz===圭一===-Ez--三三==二三一
三Ez-
-=一一一-Ez--一一ZE
--一=一
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-zzzE
==
=三===一言=一

山

…

部

恒

三

で

益

軒

目

持

枝

豆

行

阪

h
f
町川ド性心

友
情
と
奉
仕
の
音
楽
を
F
・

6U
U
U駐日間

川
カ
レ
ン
神
父
は
1
9
4
3年
調
演
の
日
程
は

v
m臼
(
金
)
ア
の
児
童
買
春
阻
止
を
訴
え
る
川

2
方
人
。
東
京
パ
イ
ロ
ヅ
ト
ク

川
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ
プ
リ
ン
で
山
凶
器
分
東
京
土
笛
大
内
会

(
C
A
S
P
A
R
)
t
D
7
川

司

引

引

バ

引

』

同

時
か
ら
、
日
本
工
業
雲
部
で
、
ァ
イ
メ
イ
ト
(
事
犬
)
ラ
ブ
は
位
年
の
伝
統
が
あ
り
、

州
生
ま
れ
、

ω年
コ
ロ
ン
バ
ン
会

7
号
館
U
F特
矧
会
議
官
守
1
2
7
・
m4
・
0
8
5
7
佐
竹
山

口

U
Kい!
l
仁
十
」

(東一
一京
駅
芦
の
内
l
分
)
玄
穿
使
用
の
音
楽
家
た
ち
も
参
加
す
市
川
房
枝
さ
ん
や
藤
田
た
き
さ

川
(
本
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
)
か
ら
日
(
上
)
川
同
時
霊
屋
外

世
田
・

3
3
2
8
・
4
7
0
酬

H

友
情
と
奉
併
を
モ
γ
ト
l
ロ
固
ア
イ
メ
イ
ト
チ
ャ
リ
テ
ィ
る
。
会
費
は
3
5
0
0円
で
、
ん
も
む
か
し
会
長
だ
っ
た
。

山
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
オ
口
ン
ガ
ポ
に
礼
鐸
セ
ン
タ
ー

v同
日
(
日
)

9
、
吉
岡
宮

ω・
5
2
t
B
・
川
と
す
る
女
性
グ
ル
ー
プ
・
東
京
コ
ン
サ
ー
ト
例
」
を
開
く
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
内
益
は
、
(
財
)
申
し
込
み
東
京
パ
イ
ロ
y

州

川
派
遣
完
た
。
麻
薬
依
存
者
の
は
時
相
歌
山
・
今
福
カ
ト
リ

9
1
50

川
パ
イ
ロ

ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
(
葉
ピ
ア
ノ
あ
り
、
密
あ
り
独
唱
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
に
寄
付
す
ト
ク
ラ
ブ
包
/
F
A
X
ω
・
3

川
救
済
に
関
わ
り
、
白
年
子
ど
も
ッ
ク
教
会

v
m日
(

ぷ

)

ゆ

時

川

秀

代

会

長

)

は

、

引

臼

(

土

)

あ

り

の

楽

し

い

コ

ン

サ

ー

ト

る

0

4
8
8
・
i
5
9
3
(青
木
)

三
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j
i
j

住

友

霊

場

告

さ

一
語
待
い

1
5
Z
「(財
)
i
l
年
日
本
を
と
は
、
な
ん
と
も
。

け
量
女
平
等
チ

J
〉
。

川

横

浜

市

で

ア

ド

源

、

@

翠

医

療

健

康

、

(
ま
ち
づ
く
そ
3

8

7

1
2
0
i
7。

線
灘
綴
繍
線
灘
醐
珊
ど
大
阪
の
女
性
た
ち
が

こ
の
ど
の
ミ
セ
ス
需
骨
武
田
警
間
川
貝
会
」
は
、
企
業
を
対
象
に
「
働
就
職
難
、
特
に
女
性
に
探
用
「
仕
事
は
そ
の
人
の
能
力
、
川
@
市
民
利
用
施
設
、
⑮
教
育
・
経
巌
者
を
除
く
)
0
5分
野
加

機
機
織

l
月
、
富
の
李
差
別
翼
な
ど
薬
害
女
性
差
別
の
霊
山
く
査
の
ゆ
吉
草
原
」
を
締
め
つ
け
が
き
て
い
き
息
性
別
に
左
右
さ
れ
な
い
」
(
イ
川

パ

イ

ザ

l
募

集

育

児

、

⑧

護

者

の

5
ず
つ
別
人
が
選
ば
れ
る
。

ヨ

概
機
鱗
翻
臨
機

委
員
会
へ
提
出
し
た
カ
ウ
ン
タ
が
統
計
村
み
さ
で
分
析
さ
れ
て
い
州
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
ラ
ン
キ
の
で
、
女
従
の
採
用
が
増
え
て
エ
ス
鈎
・
l
物
)
と
い
い
な
が
川
績
浜
市
は
、
似
卑
度
「
友
性
つ
の
分
野
の
う
ち
l
つ
を
還
期
間
は
6
月

お

日

か

ら

来

年

。

4
i

察

審

議

・

l
レ
ポ
ー
ト

(
露
)
「
日
本
ま
す
。

州
ン
グ
を
一
発
表
し
た
。そ
の
結
果
、
い
る
企
業
に
対
し
「
エ
ン
プ
ロ
ら
「
同
じ
位
の
能
力
な
ち
男
性
酬
の
目
で
見
た
ま
ち
づ
く
り
」
ア
び
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市

3
月
ま
で
。
謝

礼

l
日

O
U

ヘJ
ム
・
ブ

i

-

1

1
 

糠

麟

翻

酎

醤

べ

か
ら
の
手
紙
」
が
本
に
な
り
ま
ま
た
、
日
本
語
け
る
外
国
川
蓄
量
産
東
京
ガ
ス
、
家
イ
メ
ン
ト
賞
」
を
出
し
た
が
、
の
ほ
う
が
蓄
が
か
か
っ
て
い
川
ド
パ
イ
ザ
l
の
童
を
行
っ
て
に
個
人
提
案
、
グ
ル
ー
プ
提
案
。
門
葉
締
切

5
月
初
日
。

へ
、
河
ノ

懸
池
町
川
喰
醐
醐
卜
し
た
。

人
女
性
の
問
揺
が
具
体
的
に
記
川
庭
支
援
度
は
雲
観
光
、
雲
l
位
の
了
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
る
の
で
昇
進
さ
せ
て
や
り
た
川
い
る
o

す

る

。

問

い

合

わ

せ

横

浜

市

市

民

ど

〈

欝

騨

盤

機

織

一，

英

文

の
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ポ
l
述
さ
れ
て
い
る
の
も
特
色
で
川
平
等
度
は
山
之
内
製
舗
が
l
ン
フ
ォ
メ
!
シ
ョ
ン

・
コ
ミ
い
」

(ω
・
6
物
)
、
「
在
川
③
ゴ
ミ

・
リ
サ
イ
ク
ル
・
資
応
募

自分も撮れる。ラクに撮れる。

明るく見やすい液品ビューカム。
1大き右直面で俗認し令から描れる Chンタノ渇舵〉

2織った眼像をその唱でみん舎で見られる〈即時再生〉

3自由eアンクル、ラフ"姿努て慣れる〈フ リ 樋Jj)
4カメラHBを手前に回ぜ1'-自分も摺れるく対面崎監〉
5 8 ソフトやテレヒ・も楽しめる〈オノザ勺エイ再生〉
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議斤怪胃

ユ
ブ
レ
ヒ
コ
ー
ル

経
済
封
鎖
は
人
権
違
反

〈火曜日〉

会
場
を
圧
し
た
シ

一
九
九
四
年
四
月
二
十
日
か

ら
一
一
十
二
日
ま
で
イ
ラ
ク
の
バ

グ
ダ
ー
ド
で
聞
か
れ
た
「
人
権

と
帰
入
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
席
し
た
。

三
月
二
十
四
日
に
イ
ラ
ク
大

使
館
か
ら
突
様
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

出
席
し
な
い
か
と
い
う
連
絡
を

も
ら
っ
た
。
イ
ラ
ク
婦
人
総
悶

望
豆
、
マ
ナ
l
ル
・
ユ
I
ニ

ス
・
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ラ
ザ
ッ
ク

に
よ
る
案
内
に
よ
る
と
、
第
四

回
世
界
婦
人
会
議
(
北
京
)
を

視
野
に
入
れ
、
テ
!
?
は
、
「
l
、

婦
人
と
人
権
(
ウ
ィ
ー
ン
宣
言

の
討
織

)
2、
基
本
的
人
権
と

し
て
の
ナ
イ
ロ
ビ
の
積
極
的
戦

略
の
諸
目
的
(
平
等
l
発
展
l

平
和
)
3、
人
権
を
実
践
す
る

婦
人
に
立
ち
は
だ
か
る
挑
戦
と

そ
れ
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
諸

手
段
」
と
三
つ
あ
っ
た
。
イ
ラ

ク
で
滞
在
に
か
か
る
費
用
は
イ

ラ
ク
婦
人
総
同
盟
が
負
担
し
、

航
空
費
は
自
分
持
ち
で
あ
っ

た
。
私
は
イ
ラ
ク
の
女
性
に
つ

1994年 5月 10目安売~ /'、

とう〉の番組の進行保をつ
とめた(左力、ら)民放アナウンサ一、研究者、支援

伊体を代表する女使、厚生大臣 、園宮放送アナウ
/すー (リベラシオン紙4ノ18)
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国壬~

全
テ
レ
ビ
局
が
協
同
制
作

降
旗
あ
つ
子

{揖3種郵恒物毘可)

「
私
の
名
は
パ

1
パ
ラ
o
十
々
に
洗
い
ま
し
た
。
何
度
も
自

九
歳
で
す
。
三
年
前
に
あ
る
男
殺
を
考
え
ま
し
た
。
が
、
あ
る

性
と
つ
き
あ
い
始
め
ま
し
た
。
時
私
を
支
え
て
く
れ
る
人
に
出

彼
は
エ
イ
ズ
感
拠
者
で
し
た
会
い
、
今
夜
-
」
つ
し
て
証
人
と

が
、
私
に
言
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
し
て
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
に

で
し
た
。
私
も
感
染
し
ま
し
た
。
立
つ
決
心
を
し
ま
し
た
」

そ
れ
が
分
か
っ
た
時
、
エ
イ
ズ
四
月
七
日
夜
八
時
五
十
分
、

に
つ
い
て
知
識
の
な
か
っ
た
私
テ
レ
ビ
を
観
で
い
た
フ
ラ
ン
ス

は
、
自
分
の
衣
服
の
涜
凶
や
食
人
は
皆
、
と
の
女
性
の
発
マ
一盲
に

器
洗
い
も
他
の
人
の
も
の
と
別
息
を
の
ん
だ
に
遣
い
な
い
。

を
品
開
暗
唱
し
た
。

こ
の
番
組
は
エ
イ
ズ
を
チ
!

?
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
金
子
ャ
ン

ネ
ル
〈
七
局
)
が
協
同
し
て
企

画
し
た
生
番
組
だ
。
金
チ
ャ
ン

ネ
ル
協
同
制
作
番
組
と
い
う
の

は
、
む
ろ
ん
フ
ラ
ン
ス
・
メ
デ

ィ
ア
史
上
初
め
て
の
こ
と
だ
。

第 1063号第 1063号

高司|
年
々
伸
び
る
勤
続
年
数
/

買
春
の
根
絶
ヘ

直記

〈揮3種郵便物偲可)
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シ
ェ
イ
・
カ
レ
ン
神
父
が
来
日

古希 f、来斤怪f'J国受き

思
い
ど
お
り
の
本
格
木
造
注
文
住
宅
が

思
い
ど
お
り
の
ご
予
算
で
実
現
で
き
ま
す
。

本社(干1511東京都渋合区代々木2-11-17TEL.03-3370-1201 殖産住宅:持
HOMESi 

SHARP 

C P  すぐ見たい。撮られた人は

-
ホ
l
メ
ス
ト
輝
は
、
本
絡
木
造
の
注
文
住
宅
で
す
。

よ
い
決
と
均
の
ぷ
さ
の
村
を
使
っ
た
-
フ
l
ン
ウ
y
ド
l

法

を

保

川
。

川
U

川
市
川
で
耐
久
刊
に
催
れ
た
れ
ま
い
を
お
往
て
し
ま
す

-
あ
な
た
の
寸
患
い
ど
お
り
の
生
活
」
を
、
具
体
的
に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
す
。

コ
}
'
凡
な
ん
1
7山
が
し
た
い
」
と
い
う
唱
あ
な
た
が
お
ザ
み
の
パ
1

治
ス
タ
イ
ル
て
、

わ
か
り
や
す
〈
日
体
的
に
プ
ラ
ン
を
た
て
ま
す
。

-
こ
予
算
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
お
出
し
し
ま
す

仙

m'ハ
の
ン
ス
テ
ム
て
、
ご
，
I
M
M
悦
ボ
が
ス
ヒ
l
テ
ィ
に
。

日
ま
い
づ
〈
り
が
と
て
む
明
快
に
な
り
ま
し
た
。

新
・
生
活
注
文
住
宅

ホ
l
メ
ス
ト

女を、微妙にする香り
t咋!l!!と呼ばれた、Xl'、I似の物「Jtその丹tafム.世

からよみかえった沙梨花の再り、SASO
心を微妙にゆらす神秘的立丹りの}J

山

川川

川

山
川

川

々

伸

び

て

い

る

。

1
9
9
2年
数
ロ
・

5
年
。

産
業
別
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
6

川

川

女

子

雇

用

者

の

平
均
年
齢
お

1
9
7
5年
安
子
雇
用
者

1
8方
人
、
卸
小
売
り
・
飲

州

歳

、

平

均

勤

続

年

数

7

4
年
。
の
平
均
年
齢
は
お
・

4
歳
、
平
食
庖
5
3
8方
人
、
製
造
業
4

川

川

議

以

上

自

・

易

、

4
人
均
勤
続
年
数
5
・
8
年
だ
っ

9
4万
人
。
こ
の
3
つ
の
産
業

川
ア
ジ
ア
観
光
正
と
も
買
春
慢
だ
ち
が
ア
メ
リ
カ
海
軍
兵
士
や
大
阪
・
事
院
カ
ト
リ
y

ク

セ

ン

酬

に

l

人

(

幻

物

)

が

勤

続

凶

年

完

怨

平

た

ら

す

で

平

均

年

齢

で

女

性

蛍

用

者

の

8
割
以
上
が

川
一
杷
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(E
C
観
光
容
の
買
春
相
手
に
さ
れ
、
タ
1
V
幻
臼
(
土
)
川
時
京
川
雇
用
さ
れ
て
い
る
女
誕
の
平
以
上
で
あ
る
。
男
性
の
場
合
は
、

T
2年
以
上
、
動
晩
年
数
で
l
働
い
て
い
る
(
「
女
性
の
現
状

川
P
A
1
5

唄
と
し
て
、
7
r

性
的
虐
待
を
受
け
て
い
る
妻
都
三
条
河
原
町
カ
ト
リ
ッ
ク
川
均
車
齢
、
平
均
勤
続
重
量
平
均
鈎
・

7
歳
、
平
均
勤
続
年

・

4
8た
こ
と
に
な
る
。

と
施
策
」
総
理
府
)
。

川
リ
ピ
ン
か
ら
シ
ー
イ
・
カ
レ
ン
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
を
救
う
教
会
V
2日
(
口
)
旧
時
大
川
一
一三
一一三
一-=EE--一一一
一一=一一一一三
一三一一-ZE
--三三一一三三三===主主主三主主三重三一言言ZEz===圭一===-Ez--三三==二三一
三Ez-
-=一一一-Ez--一一ZE
--一=一
一一一=
-zzzE
==
=三===一言=一

山

…

部

恒

三

で

益

軒

目

持

枝

豆

行

阪

h
f
町川ド性心

友
情
と
奉
仕
の
音
楽
を
F
・

6U
U
U駐日間

川
カ
レ
ン
神
父
は
1
9
4
3年
調
演
の
日
程
は

v
m臼
(
金
)
ア
の
児
童
買
春
阻
止
を
訴
え
る
川

2
方
人
。
東
京
パ
イ
ロ
ヅ
ト
ク

川
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ
プ
リ
ン
で
山
凶
器
分
東
京
土
笛
大
内
会

(
C
A
S
P
A
R
)
t
D
7
川

司

引

引

バ

引

』

同

時
か
ら
、
日
本
工
業
雲
部
で
、
ァ
イ
メ
イ
ト
(
事
犬
)
ラ
ブ
は
位
年
の
伝
統
が
あ
り
、

州
生
ま
れ
、

ω年
コ
ロ
ン
バ
ン
会

7
号
館
U
F特
矧
会
議
官
守
1
2
7
・
m4
・
0
8
5
7
佐
竹
山

口

U
Kい!
l
仁
十
」

(東一
一京
駅
芦
の
内
l
分
)
玄
穿
使
用
の
音
楽
家
た
ち
も
参
加
す
市
川
房
枝
さ
ん
や
藤
田
た
き
さ

川
(
本
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
)
か
ら
日
(
上
)
川
同
時
霊
屋
外

世
田
・

3
3
2
8
・
4
7
0
酬

H

友
情
と
奉
併
を
モ
γ
ト
l
ロ
固
ア
イ
メ
イ
ト
チ
ャ
リ
テ
ィ
る
。
会
費
は
3
5
0
0円
で
、
ん
も
む
か
し
会
長
だ
っ
た
。

山
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
オ
口
ン
ガ
ポ
に
礼
鐸
セ
ン
タ
ー

v同
日
(
日
)

9
、
吉
岡
宮

ω・
5
2
t
B
・
川
と
す
る
女
性
グ
ル
ー
プ
・
東
京
コ
ン
サ
ー
ト
例
」
を
開
く
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
内
益
は
、
(
財
)
申
し
込
み
東
京
パ
イ
ロ
y

州

川
派
遣
完
た
。
麻
薬
依
存
者
の
は
時
相
歌
山
・
今
福
カ
ト
リ

9
1
50

川
パ
イ
ロ

ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
(
葉
ピ
ア
ノ
あ
り
、
密
あ
り
独
唱
ア
イ
メ
イ
ト
協
会
に
寄
付
す
ト
ク
ラ
ブ
包
/
F
A
X
ω
・
3

川
救
済
に
関
わ
り
、
白
年
子
ど
も
ッ
ク
教
会

v
m日
(

ぷ

)

ゆ

時

川

秀

代

会

長

)

は

、

引

臼

(

土

)

あ

り

の

楽

し

い

コ

ン

サ

ー

ト

る

0

4
8
8
・
i
5
9
3
(青
木
)

三
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j
i
j

住

友

霊

場

告

さ

一
語
待
い

1
5
Z
「(財
)
i
l
年
日
本
を
と
は
、
な
ん
と
も
。

け
量
女
平
等
チ

J
〉
。

川

横

浜

市

で

ア

ド

源

、

@

翠

医

療

健

康

、

(
ま
ち
づ
く
そ
3

8

7

1
2
0
i
7。

線
灘
綴
繍
線
灘
醐
珊
ど
大
阪
の
女
性
た
ち
が

こ
の
ど
の
ミ
セ
ス
需
骨
武
田
警
間
川
貝
会
」
は
、
企
業
を
対
象
に
「
働
就
職
難
、
特
に
女
性
に
探
用
「
仕
事
は
そ
の
人
の
能
力
、
川
@
市
民
利
用
施
設
、
⑮
教
育
・
経
巌
者
を
除
く
)
0
5分
野
加

機
機
織

l
月
、
富
の
李
差
別
翼
な
ど
薬
害
女
性
差
別
の
霊
山
く
査
の
ゆ
吉
草
原
」
を
締
め
つ
け
が
き
て
い
き
息
性
別
に
左
右
さ
れ
な
い
」
(
イ
川

パ

イ

ザ

l
募

集

育

児

、

⑧

護

者

の

5
ず
つ
別
人
が
選
ば
れ
る
。

ヨ

概
機
鱗
翻
臨
機

委
員
会
へ
提
出
し
た
カ
ウ
ン
タ
が
統
計
村
み
さ
で
分
析
さ
れ
て
い
州
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
ラ
ン
キ
の
で
、
女
従
の
採
用
が
増
え
て
エ
ス
鈎
・
l
物
)
と
い
い
な
が
川
績
浜
市
は
、
似
卑
度
「
友
性
つ
の
分
野
の
う
ち
l
つ
を
還
期
間
は
6
月

お

日

か

ら

来

年

。

4
i

察

審

議

・

l
レ
ポ
ー
ト

(
露
)
「
日
本
ま
す
。

州
ン
グ
を
一
発
表
し
た
。そ
の
結
果
、
い
る
企
業
に
対
し
「
エ
ン
プ
ロ
ら
「
同
じ
位
の
能
力
な
ち
男
性
酬
の
目
で
見
た
ま
ち
づ
く
り
」
ア
び
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市

3
月
ま
で
。
謝

礼

l
日

O
U

ヘJ
ム
・
ブ

i

-

1

1
 

糠

麟

翻

酎

醤

べ

か
ら
の
手
紙
」
が
本
に
な
り
ま
ま
た
、
日
本
語
け
る
外
国
川
蓄
量
産
東
京
ガ
ス
、
家
イ
メ
ン
ト
賞
」
を
出
し
た
が
、
の
ほ
う
が
蓄
が
か
か
っ
て
い
川
ド
パ
イ
ザ
l
の
童
を
行
っ
て
に
個
人
提
案
、
グ
ル
ー
プ
提
案
。
門
葉
締
切

5
月
初
日
。

へ
、
河
ノ

懸
池
町
川
喰
醐
醐
卜
し
た
。

人
女
性
の
問
揺
が
具
体
的
に
記
川
庭
支
援
度
は
雲
観
光
、
雲
l
位
の
了
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
る
の
で
昇
進
さ
せ
て
や
り
た
川
い
る
o

す

る

。

問

い

合

わ

せ

横

浜

市

市

民

ど

〈

欝

騨

盤

機

織

一，

英

文

の
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ポ
l
述
さ
れ
て
い
る
の
も
特
色
で
川
平
等
度
は
山
之
内
製
舗
が
l
ン
フ
ォ
メ
!
シ
ョ
ン

・
コ
ミ
い
」

(ω
・
6
物
)
、
「
在
川
③
ゴ
ミ

・
リ
サ
イ
ク
ル
・
資
応
募

自分も撮れる。ラクに撮れる。

明るく見やすい液品ビューカム。
1大き右直面で俗認し令から描れる Chンタノ渇舵〉

2織った眼像をその唱でみん舎で見られる〈即時再生〉

3自由eアンクル、ラフ"姿努て慣れる〈フ リ 樋Jj)
4カメラHBを手前に回ぜ1'-自分も摺れるく対面崎監〉
5 8 ソフトやテレヒ・も楽しめる〈オノザ勺エイ再生〉
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子
ど
も
房
需
ち
な
が
り
働
き
続
け
る
女
性
の
グ
ル
ー
プ
「
働
く
母
の
会
」
は
、
こ
の
ほ
ど
冊

子
「
私
た
ち
は
ζ
っ
し
て
大
き
く
な
っ
た
」
を
作
成
し
に
会
員
の
働
く
母
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
、
成
人
し
た
子
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
二
部
構
成
で
、

H

働
き
な
が
ら
次
世
代
を
育
て
た
家

族
の
現
状
と
課
題
H

務
探
っ
た
も
の
。
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同
会
が
生
ま
れ
た
の
は
一
九

五
四
年
。
ま
だ
保
育
所
も
少
な

く
、
子
ど
も
を
持
っ
て
も
職
を

辞
め
た
く
な
い
母
へ
の
風
当
た

り
は
強
く
|
|
働
く
母
た
ち
は

会
を
つ
く
り
、
情
報
と
知
恵
を

交
換
し
、
共
同
保
育
を
し
、
さ

ら
に
地
域
で
保
育
所
作
り
の
運

動
を
す
す
め
た
。

初
期
の
会
員
は
孫
を
持
ち
定

年
を
迎
え
る
年
と
な
っ
た
が
、

会
は
ず
っ
と
続
き
、

H

育
休
世

代
μ

の
会
員
が
増
え
て
い
る
。

初
期
会
員
た
ち
は
、
出
産
し

て
も
辞
め
ず
、
母
が
そ
ば
に
い

な
い
と
子
ど
も
は
不
良
化
す

る
、
グ
カ
ギ
ッ
子
H

と
世
間
の

風
当
た
り
の
中
で
、
働
き
続
け

子
を
育
て
た
。
そ
の
子
ら
が
ど

う
育
ち
H
働
く
母
H

を
ど
う
受

け
止
め
て
い
た
か
、
今
ま
で
十

分
な
デ
1
タ
も
な
か
っ
た
が
、

こ
の
本
の
二
部
を
見
る
と
会
員

の
二
世
た
ち
は
見
事
に
育
ち
、

ほ
と
ん
ど
が
母
の
生
き
方
を
肯

定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
後
、

子
ど
も
が
で
き
て
も
働
き
続
け

よ
う
と
考
え
な
が
ら
、
一
抹
の

不
安
に
悩
ん
で
い
る
女
性
た
ち

の
大
き
な
励
ま
し
と
参
考
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。-

本
の
第
一
部
は
ア
ン
ケ
ー
ト

「
働
く
母
の
子
育
て
の
実
態
」
。

島日 ~ 
鳴l)I~F..こうしT大手〈恕ゥた

会
員
三
百
十
八
人
を
対
象
に
行

っ
た
。
二
十
代
か
ら
六
十
歳
以

上
ま
で
多
様
な
世
代
が
回
答
し

て
い
る
。
六
十
歳
以
よ
の
μ
第

一
世
代
H

は
世
の
風
当
た
り
に

悩
む
世
代
だ
っ
た
。
数
少
な
い

保
育
所
は
H

救
貧
政
策
H

で
立

派
な
夫
?
を
持
つ
女
性
は
辞
め

れ
ば
い
い
と
受
円
入
れ
て
く
れ

ず
、
子
ど
も
が
非
行
化
し
な
い

か
と
不
安
の
連
続
。
そ
れ
が
今

で
は
保
育
園
に
預
け
る
の
は
ご

く
当
た
り
前
の
乙
と
と
な
っ
て

い
る
。
が
、
通
勤
距
離
は
速
く

な
り
二
重
保
育
が
必
要
、
産
休

あ
け
保
育
の
少
な
さ
な
ど
子
育

て
の
悩
み
は
尽
き
な
い
。
子
ど

も
の
病
気
の
時
に
困
っ
た
、
と

い
う
の
が
新
旧
を
間
わ
ず
多
い

の
も
問
題
。
緊
急
時
の
サ
ポ
ー

ト
態
勢
が
必
要
だ
が
、
乙
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
夫
が
助
け
て

い
る
ケ
1
ス
が
か
な
り
多
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
九
O
物
以
ょ

の
夫
が
妻
が
働
く
こ
と
に
費
成

し
て
お
り
、
夫
の
協
力
と
支
え

が
大
き
か
っ
た
乙
と
を
示
し
て

い
る
。

「
働
く
母
の
会
」
結
成

の
頃
の
社
会
の
風
潮
は
、

H

夫

に
家
事
を
さ
せ
る
な
ど
も
っ
て

の
ほ
か
H

が
大
部
分
で
、
そ
の

中
で
こ
の
会
の
夫
妻
は
H

進
歩

的
H

だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
っ
。

二
部
は
「
成
人
し
た
子
ち
へ

199111 :lIl 

働くl吐の会

夫
の
協
力
も
増
加

て
、
香
り
の
質
や
強
さ
が
異

な
り
ま
す
。一

般
に
、
植
物

の
芳
香
は
、
吃
が
咲
く
前
後

に
強
く
な
り
ま
す
。
開
花
前

後
に
精
油
(
芳
香
成
分
|
|

実
は
、
精
油
で
す
が
)
を
生

産
し
、
乙
の
芳
香
に
よ
っ
て
、

の
ほ
う
が
馴
染
み
探
い
よ
う

で
す。最
近
、
庭
木
と
し
て
月
桂

樹
を
植
え
て
い
る
人
が
い
ま

す
が
、
ス
パ
イ
ス
・
メ
ー
カ

ー
が
利
用
し
て
い
る
品
種
と

は
異
な
る
場
合
が
多
い
よ
う

砂135

‘

で
し
ょ
う
。

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
常
緑
樹

な
の
で
、
一
年
中
葉
が
繁
っ

て
い
ま
す
。
ス
パ
イ
ス
と
し

て
働
く
芳
香
成
分
は
、
葉
の

部
分
に
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
葉
の
収
種
時
期
に
よ
っ

虫
を
呼
び
込
み
、
効
率
よ
く

受
精
を
し
て
い
る
と
考
-
え
ち

れ
て
い
ま
す
。

ス
パ
イ
ス
と
し
て
働
く
成

分
は
、
精
油
で
す
か
ら
、
開

花
前
後
の
若
葉
を
収
種
す
る

と
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
収

二
日
聞
に
わ
た
っ
て
話
し
合

わ
れ
た
内
容
は
盛
沢
山
だ
が
、

「
各
地
域
各
企
業
で
取
り
組
む

新
し
い
試
み
」
と
し
て
、
福
岡

県
春
日
市
の
老
人
給
食
宅
配
や

宮
城
県
涌
谷
町
の
保
健
婦
と
看

護
婦
が
ペ
ア
で
行
う
在
宅
訪
問

の
報
告
も
載
っ
て
い
る
。
パ
永

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で

は
、
横
浜
市
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
協

会
の
シ
ス
テ
ム
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
切
符
の
提
案
な
ど
が
H

し

な
や
か
な
「
共
生
」
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
両
立
H

の
視
点
か
ら
語

ら
れ
て
い
る
。
若
者
を
交
え
た

大
討
論
も
あ
る
。

二
白
目
は
ρ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
限
界
と
行
政
の
侵
割
H

H

誰

が
支
唱え
る
農
村
の
高
齢
化
H
H

ひ

と
り
暮
ら
し
の
人
権
を
阻
む
も

の
H

の
テ
l
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
パ
永
ラ
l
の
話
と
フ
ロ
ア
と

己
れ
は
「
高
齢
化
社
会
を
よ
の
意
見
交
換
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

く
す
る
女
性
の
会
」
第
十
一
回
ア
の
問
題
で
は
、
福
祉
事
務
所

全
国
大
会
(
一
九
九
二
年
九
月
の
職
員
が
行
政
の
考
え
方
を
明

五
、
六
日
/
宮
城
県
民
会
館

・

ら
か
に
し
、
農
村
の
問
題
で
は

エ
ル
パ

l
ク
)
の
記
録
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
良
い
在
宅
サ
ー
ビ
ス

一
九
八
二
年
、
策
京
で
の
第
一
が
あ
っ
て
も
世
間
体
が
福
祉
を

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
以
来
、
拒
み
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
権

高
齢
化
社
会
の
現
実
と
問
題
点
問
題
で
は
、
家
族
主
義
、
親
族

を
提
言
し
続
け
て
い
る
が
、
本
主
義
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

曹
は
東
北
六
県
と
新
潟
県
が
主
と
わ
か
る
。
臨
場
職
あ
ふ
れ
る

催
で
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
報
告
替
で
各
地
で
の
学
習
や
実

の
参
加
者
を
得
て
仙
台
で
聞
か
践
の
場
に
最
適
。
(
陽
)
(
ミ

れ
た
大
会
の
ま
と
め
だ
。

ネ
ル
ヴ
ァ
苗
房
千
七
百
円
)

qzoqグ
z
g
g字
詰
ク
ワ
ク

2
2ク
Zψ
ククケ

Z
V手
4
5
2
8
g手
五
古
宇

g
Z
E記
辛
字
亨

F，

「
女
・
老
い
を

し
あ
わ
せ
に
」

第
什
回
'
荏
H
L
よ
る
高
齢
化

社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録

〈共
につ
く
る
2
幸
一齢
社
会
〉

高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性

の
会
、
老
い
を
拓
く
み
ち
の
く

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
編

樋
口
恵
子
監
修

1

1
w・

女
の
目
で
視
る
ー
ー

⑪

「
日
の
名
残
り
」

執事と女中頭
をめぐる物語

コ
ロ
ン
ビ
ア
映
画

乙
の
映
画
は
、
一
九
三

0
年

代
か
ら
五
0
年
代
に
、
イ
ギ
リ

ス
の
貴
族
の
屋
敷
に
雇
わ
れ
た

執
事
と
女
中
頭
を
め
ぐ
る
物
語

だ
。
屋
敷
の
主
ダ
l
リ
ン
ト
ン

卿
が
捜
し
、
か
つ
て
客
と
し
て

担
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
が
屋
敷

の
新
し
い
持
ち
主
と
な
っ
た
。

執
事
の
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ス
は
そ

の
ま
ま
雇
わ
れ
る
が
、
使
用
人

が
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
二

種
し
た
て
の
若
葉
は
、
い
く

ぶ
ん
青
臭
い
の
で
す
が
、
乾

燥
し
て
く
る
と
、
ベ
イ
リ
ー

ブ
ス
特
有
の
香
り
を
放
つ
よ

う
に
な
り
ま
す
。

乾
燥
す
る
と
香
り
を
強
く

感
じ
る
の
は
、
生
の
葉
に
含

ま
れ
て
い
る
青
臭
い
成
分

(
乙
れ
が
芳
香
を
悪
く
し
て

い
る
)
が
、
水
分
と
一
緒
に

蒸
発
す
る
か
ら
で
す
。

ス
パ
イ
ス

・
メ
ー
カ
ー
で

は
、
世
界
の
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

の
芳
香
の
賀
、
精
油
の
含
ま

れ
る
毘
な
ど
を
評
価
し
て
、

産
地
と
収
種
時
期
を
決
め
、

商
品
化
し
て
い
ま
す
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
和
学
研
究
所
/
本
文
・
武

政
三
男
/
イ
ラ
ス
ト
・
細
田

貞
一

)

タ
イ
の
巻
却

料
理
上
手
の
A
さ
ん
の
作

っ
て
く
れ
た
「
ケ
l
ン
・
チ

ュ
l
・
ア
ラ
ー
ム
ッ
ク
」
(
イ

カ
入
り
澄
ん
だ
ス
l
プ
)
の

味
も
美
味
し
か
っ
た
。

ケ
l
ン
・
チ
ュ

l
・
ア
ラ

ー
ム
ッ
ク
は
、
唐
辛
子
や
コ

コ
ナ
ツ
ツ
ミ
ル
ク
、
タ
マ
リ

ン
ド
な
ど
の
入
っ
た
ケ
l
ン

・
ペ
ェ
(
辛
い
汁
、
タ
イ
の

カ
レ
!
と
呼
ば
れ
る
も
の
)

と
違
っ
て
さ
っ
ぱ
り
味
の
ス

ー
プ
で
あ
る
。
中
の
具
は
様

々
だ
が
豆
腐
、
春
雨
、
大
根
、

高
架
泊
目
な
ど
が
一
般
的
。

イ
カ
入
り
は
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
ご
馳
走
の
部
類
。

扇
風
機
が
カ
ラ
カ
ラ
廻
る

台
所
で
調
理
が
始
ま
っ
た
。

各
部
屋
に
ク
ー
ラ
ー
が
あ
る

よ
う
な
家
で
も
台
所
だ
け
は

開
け
放
た
れ
て
い
る
。
様
々

な
ス
パ
イ
ス
を
使
い
、
強
火

で
調
理
す
る
こ
と
が
多
い
タ

イ
で
は
合
理
的
造
り
だ
。
そ

れ
に
し
て
も
四
月
の
乙
の
季

節
は
暑
い
。
調
理
が
全
て
終

わ
る
と
必
ず
水
浴
び
を
す
る

A
さ
ん
の
気
持
ち
が
わ
か
る

と
い
う
も
の
。

さ
て
、
ス
l
プ
の
具
で
あ

る
イ
カ
だ
け
ど
、
一
匹
丸
ご

十
年
前
に
女
中
顕
だ
っ
た
ケ
ン

ト
ン
か
ち
、
屋
敷
の
記
事
を
見

た
と
ス
テ
ィ

l
グ
ン
ス
に
手
紙

が
来
る
。

「
私
が
女
中
頭
を
し
て
い
た

あ
の
頃
は
、
仕
事
は

t
し
く
、

あ
な
た
は
気
難
し
い
執
事
で
し

E
=伊川到
制
覇一義一一

琉
球
時
代
の
色
芭
蕉
布
の
再
現

に
挑
ん
だ
作
品
を
は
じ
め
着

物
、
着
尺
、
帯
地
な
ど
新
作
約

ω点
無

料

'vわ
l
る
ど
・
か
る
ち
ゃ
|

食
シ
リ
ー
ズ
「
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ

日
ハ
凹

V
伝
統
を
伝
』
え
、
今
に
活
き

る
l
平
良
敏
子
首
濡
布
展

日
日
開
ま
で
西
武
池
袋
居

西
武
ア
l
ト

・
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
器
に
入
れ
る
こ
と
を
考
え

て
小
ぶ
り
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ

で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
内
臓
が
き
れ

い
に
取
れ
る
よ
う
に
足
を
よ

手
に
引
き
抜
く
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。
力
一
杯
足
を
引
っ

彊
る
と
内
臓
が
中
に
残
っ
た

り
、
胴
が
破
け
る
の
で
慎
重

に
、
し
か
し
手
早
く
処
理
を

し
て
い
く
A
さ
ん
の
腕
前
は

お
見
事
。
次
に
中
に
入
れ
る
具
の
準

備
。
ボ
l
ル
に
豚
の
ひ
き
肉

を
入
れ
、
ナ
ム

・
プ
ラ
l
、

ナ
ン
マ
イ

・
ホ
イ
(
オ
イ
ス

タ
l
ソ
l
ス
)
、
コ
シ
ョ
ウ

で
味
付
け
を
す
る
。
パ
ク
チ

l
(
香
菜
)
の
根
を
包
丁
の

背
で
パ
ン
f
と
た
た
き
、
み

じ
ん
切
り
に
し
て
加
-
え
る
。

「
乙
れ
は
香
り
と
味
を
複
雑

に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

よ
」
と
A
さ
ん
。
毎
日
の
食

事
の
中
心
が
肉
よ
り
魚
と
い

う
彼
女
の
作
る
今
回
の
料
理

は
ひ
き
肉
に
春
雨
(
湯
で
も

ど
し
て
カ
ァ
ト
し
た
)
を
入

れ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

よ
く
よ
く
乙
ね
て
か
ら
イ
カ

に
詰
め
、
沸
騰
し
た
楊
で
火

が
通
る
ま
で
煮
る
。
味
付
け

は
ナ
ム

・
プ
ラ
l
を
少
置
に

し
て
漕
味
。
香
り
づ
り
に
芹

菜
の
葉
と
油
紗
め
の
み
じ
ん

切
り
ニ
ン
ニ
ク
。
市
形
に
カ

l
ビ
ン
グ
に
し
た
大
根
と
ニ

ン
ジ
ン
の
簿
切
り
を
入
れ
た

の
で
パ
ー
テ
ィ
料
理
に
な
っ

た
。

。ズーア。
J九六比
く→二二顎t

、

ご:弘去のグ汐/:
スルメイ力

(芦
田
杏
子
)

、アジのたたきは
スプーンでこそくー

小アジをタタキにする時、小さな体

を3枚におろす作業は手聞がかかりそ

うで、つい敬~したくなる。簡単に作

るコツ。内臓を取り皮をむき、ティー

スプーンで背骨に沿って肉をこそぐと

突にされいに身が取れる。大きなアジ

を3枚におろす時も、中骨の回りの身

をスプーンでこそぐときれいに取れ、

ムダ無く食べられる。

回大 日本水産会・

おさかな普及協議会
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27舎がliibib生活
①お野菜たっぷりスープパスタ(クリーム)/280円(220g)

ねむっていた電子レンジが大活躍する[新・レンジ生活]のメニュー。

その①は、レンジでできる揚げたてのおいしさ、「サクサクコロッケ」。

その②は、スピーディー&ヘルシーな「お野菜たっぷりスーフ。パスタ」。

その③は、焼きたてのおいしさがうれしい「焼き上げえびグラタン」。

どれも、レンジメニューのイメージを変える

新しいおいしさで新発売です。

レンジもよろこぶ。

①焼き上げえぴグラタン/260円(220g)
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世
界
の
三
大
ス
パ
イ
ス
に
ド
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

す
が
、
和
名
で
は

『月
桂

樹

で

す

。
で
も
、
庭
木
の
品
種

数
え
ら
れ
る
の
が
ペ
パ

l

古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
健
の
葉
』
と
い
い
ま
す
。
日
本

で
も
利
用
で
き
る
の
で
、
活

(
胡
榔
)
、
レ
ッ
ド
ペ
パ
l

康
を
促
進
す
る
も
の
と
し
で
は
仏
名
の
『
ロ
l
リ
エ
』
用
方
法
を
工
夫
す
る
と
良
い

(
唐
辛
子
)
、
ベ
イ
リ
!
プ
て
、
尊
重
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
(
月
桂
樹
の
襲
)
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
創
立
さ
れ

ペ
パ
!
と
レ
ッ
ド
ペ
パ
ー
の
た
時
に
は
、
競
技
の
勝
者
に

特
徴
は
辛
味
で
す
が
、
ベ
イ
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
で
作
っ
た
冠

リ
ー
ブ
ス
は
、
爽
や
か
な
香
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
以

り

で

す

。

後

、
戦
い
の
勝
利
者
の
シ
ン

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
、

そ
の
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

香
り
を
料
理
に
生
か
す
と
と
ま
す
。
学
士
の
称
号
の
『
パ

も
に
、
肉
の
臭
み
消
し
の
目

カ
ロ
レ
ア
』
の
意
味
も
、
実

的
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
己
は
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の
果
実
の

の
香
り
は
多
く
の
人
の
好
み
こ
と
。
勉
学
が
首
尾
よ
く
完

に
合
い
、
い
つ
し
か
健
康
の
成
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る

シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
健
康
や
の
で
す
。

薬
効
に
ち
な
ん
だ
エ
ピ
ソ
l

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
英
名
で

た
が
、
私
の
人
生
で
一
番
幸
せ
正
し
た
く
て
μ

ケ
ン
ト
ン
の
所

な
日
で
し
た
」
と
ケ
ン
ト
ン
は
に
向
か
う
の
で
あ
る
。

述
べ
、
現
在
、
娘
は
結
婚
し
、
雇
い
主
に
あ
く
ま
で
も
忠
実

夫
と
は
別
居
中
で
、
こ
の
先
は
に
仕
え
る
の
が
執
事
の
職
分
と

自
分
を
伺
か
で
役
立
て
た
い
と
信
じ
、
徹
底
し
て

「私
」
を
封

由
い
て
き
た
。
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
じ
込
め
執
事
と
し
て
生
き
る
こ

ス
は
「
あ
な
た
が
結
婚
で
去
ら
と
に
誇
り
を
抱
い
て
い
た
の
が

れ
て
以
来
、
あ
な
た
に
優
る
後
ス
テ
ィ

1
ヴ
ン
ス
だ
。
だ
か
ら

任
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
ケ
ン
ト
ン
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

返
事
を
書
き
、
ケ
ン
ト
ン
を
再
好
意
に
動
揺
し
、
個
人
と
し
て

び
迎
え
た
く
て
会
い
に
行
く
。

対
応
す
る
場
面
で
、
執
事
の
プ

導
入
部
の
二
人
の
手
紙
は
、
ラ
イ
ド
を
優
先
さ
せ
て
し
ま

一
方
は
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
う
。

を
告
げ
、
一
方
は
仕
事
よ
の
敬
プ
ラ
イ
ド
の
質
乙
そ
問
題
な

憲
の
み
を
示
し
て
、
さ
り
げ
な
の
を
、
男
が
気
づ
く
の
は
い
つ

く
二
人
の
関
係
を
明
か
し
て
い
も
遅
い
。

る
。
二
十
年
閣
の
ダ
l
リ
ン
ト

食

*

ン
邸
で
の
で
き
ご
と
が
、
執
事
「
そ
の
人
の
人
間
性
は
、
ど

の
回
想
の
形
で
描
か
れ
る
の
だ
う
い
う
時
、
ど
う
行
動
す
る
か

が
、
ダ
l
リ
ン
ト
ン
卿
が
死
の
に
す
べ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
っ

間
際
に
「
相
手
を
信
じ
過
ぎ
た
て
い
い
ほ
ど
で
す
」

|
|
河
津

自
分
が
間
違
っ
て
い
た
」
と
、
千
代
『
プ
ラ
イ
ド

・
こ
の
や
っ

ナ
チ
ス
に
利
用
さ
れ
た
自
分
の
か
い
な
も
の
』
(
リ
ブ
リ
オ
出

非
を
認
め
た
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
版
)
よ
り
。

ー
ヴ
ン
ス
も
ρ
自

分

の

過

ち

を

鈴

木

陽

子

。
z
o
z
o
z
o
z
o
Zク
忽
ク

Zク
Z
O
Zク
zozozezozozozozouozozoχ
ク
χ
0
2
0
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Z
O
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2
0
χ
o
z
o
zク
勿
ク
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χ
0
2
4
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0
z
o
zク
M
O
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古
今
乞

o
z
o
z
e
z
o
uク
Z
O勾
0247do

シ
ュ
・
力
レ
|
」

|
ゴ
ン

・
ル
l
マ
ッ
ド
コ
ン
サ

初
日
幽
叩
時
i
日
時
と
よ

|
卜

な
か
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

(阪

幻
日
出
比
時
豊
中
市
立
ロ

急
・
豊
中
駅
叩
分
)

講

師
・:

l
ズ
文
化
ホ
l
ル

(
阪
急

・
庄

コ
ス
ル

・
カ
ジ
、
リ
マ

・
カ
ジ
内
駅
8
分
)
前
売
2
0
0
0

材
料
実
質
約

1
0
0
0円
円
、
当
日
2
R
U
O円
主

催

要
申
込
み
:・雪
山
・
8
4
3
・
:
側
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会

4
3
4
3

M
a
m
-
8
4
3
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V
ジ
ョ
ー
ィ
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ア
ヤ
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と
パ
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子
ど
も
房
需
ち
な
が
り
働
き
続
け
る
女
性
の
グ
ル
ー
プ
「
働
く
母
の
会
」
は
、
こ
の
ほ
ど
冊

子
「
私
た
ち
は
ζ
っ
し
て
大
き
く
な
っ
た
」
を
作
成
し
に
会
員
の
働
く
母
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
、
成
人
し
た
子
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
二
部
構
成
で
、

H

働
き
な
が
ら
次
世
代
を
育
て
た
家

族
の
現
状
と
課
題
H

務
探
っ
た
も
の
。

家ビめ母と乙る 事学以 H ビが人ら イ 世の
にユてが殆との保ヂ率上 一一 三読ュ多。士・ン三 イ
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同
会
が
生
ま
れ
た
の
は
一
九

五
四
年
。
ま
だ
保
育
所
も
少
な

く
、
子
ど
も
を
持
っ
て
も
職
を

辞
め
た
く
な
い
母
へ
の
風
当
た

り
は
強
く
|
|
働
く
母
た
ち
は

会
を
つ
く
り
、
情
報
と
知
恵
を

交
換
し
、
共
同
保
育
を
し
、
さ

ら
に
地
域
で
保
育
所
作
り
の
運

動
を
す
す
め
た
。

初
期
の
会
員
は
孫
を
持
ち
定

年
を
迎
え
る
年
と
な
っ
た
が
、

会
は
ず
っ
と
続
き
、

H

育
休
世

代
μ

の
会
員
が
増
え
て
い
る
。

初
期
会
員
た
ち
は
、
出
産
し

て
も
辞
め
ず
、
母
が
そ
ば
に
い

な
い
と
子
ど
も
は
不
良
化
す

る
、
グ
カ
ギ
ッ
子
H

と
世
間
の

風
当
た
り
の
中
で
、
働
き
続
け

子
を
育
て
た
。
そ
の
子
ら
が
ど

う
育
ち
H
働
く
母
H

を
ど
う
受

け
止
め
て
い
た
か
、
今
ま
で
十

分
な
デ
1
タ
も
な
か
っ
た
が
、

こ
の
本
の
二
部
を
見
る
と
会
員

の
二
世
た
ち
は
見
事
に
育
ち
、

ほ
と
ん
ど
が
母
の
生
き
方
を
肯

定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
後
、

子
ど
も
が
で
き
て
も
働
き
続
け

よ
う
と
考
え
な
が
ら
、
一
抹
の

不
安
に
悩
ん
で
い
る
女
性
た
ち

の
大
き
な
励
ま
し
と
参
考
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。-

本
の
第
一
部
は
ア
ン
ケ
ー
ト

「
働
く
母
の
子
育
て
の
実
態
」
。

島日 ~ 
鳴l)I~F..こうしT大手〈恕ゥた

会
員
三
百
十
八
人
を
対
象
に
行

っ
た
。
二
十
代
か
ら
六
十
歳
以

上
ま
で
多
様
な
世
代
が
回
答
し

て
い
る
。
六
十
歳
以
よ
の
μ
第

一
世
代
H

は
世
の
風
当
た
り
に

悩
む
世
代
だ
っ
た
。
数
少
な
い

保
育
所
は
H

救
貧
政
策
H

で
立

派
な
夫
?
を
持
つ
女
性
は
辞
め

れ
ば
い
い
と
受
円
入
れ
て
く
れ

ず
、
子
ど
も
が
非
行
化
し
な
い

か
と
不
安
の
連
続
。
そ
れ
が
今

で
は
保
育
園
に
預
け
る
の
は
ご

く
当
た
り
前
の
乙
と
と
な
っ
て

い
る
。
が
、
通
勤
距
離
は
速
く

な
り
二
重
保
育
が
必
要
、
産
休

あ
け
保
育
の
少
な
さ
な
ど
子
育

て
の
悩
み
は
尽
き
な
い
。
子
ど

も
の
病
気
の
時
に
困
っ
た
、
と

い
う
の
が
新
旧
を
間
わ
ず
多
い

の
も
問
題
。
緊
急
時
の
サ
ポ
ー

ト
態
勢
が
必
要
だ
が
、
乙
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
夫
が
助
け
て

い
る
ケ
1
ス
が
か
な
り
多
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
九
O
物
以
ょ

の
夫
が
妻
が
働
く
こ
と
に
費
成

し
て
お
り
、
夫
の
協
力
と
支
え

が
大
き
か
っ
た
乙
と
を
示
し
て

い
る
。

「
働
く
母
の
会
」
結
成

の
頃
の
社
会
の
風
潮
は
、

H

夫

に
家
事
を
さ
せ
る
な
ど
も
っ
て

の
ほ
か
H

が
大
部
分
で
、
そ
の

中
で
こ
の
会
の
夫
妻
は
H

進
歩

的
H

だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
っ
。

二
部
は
「
成
人
し
た
子
ち
へ

199111 :lIl 

働くl吐の会

夫
の
協
力
も
増
加

て
、
香
り
の
質
や
強
さ
が
異

な
り
ま
す
。一

般
に
、
植
物

の
芳
香
は
、
吃
が
咲
く
前
後

に
強
く
な
り
ま
す
。
開
花
前

後
に
精
油
(
芳
香
成
分
|
|

実
は
、
精
油
で
す
が
)
を
生

産
し
、
乙
の
芳
香
に
よ
っ
て
、

の
ほ
う
が
馴
染
み
探
い
よ
う

で
す。最
近
、
庭
木
と
し
て
月
桂

樹
を
植
え
て
い
る
人
が
い
ま

す
が
、
ス
パ
イ
ス
・
メ
ー
カ

ー
が
利
用
し
て
い
る
品
種
と

は
異
な
る
場
合
が
多
い
よ
う

砂135

‘

で
し
ょ
う
。

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
常
緑
樹

な
の
で
、
一
年
中
葉
が
繁
っ

て
い
ま
す
。
ス
パ
イ
ス
と
し

て
働
く
芳
香
成
分
は
、
葉
の

部
分
に
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
葉
の
収
種
時
期
に
よ
っ

虫
を
呼
び
込
み
、
効
率
よ
く

受
精
を
し
て
い
る
と
考
-
え
ち

れ
て
い
ま
す
。

ス
パ
イ
ス
と
し
て
働
く
成

分
は
、
精
油
で
す
か
ら
、
開

花
前
後
の
若
葉
を
収
種
す
る

と
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
収

二
日
聞
に
わ
た
っ
て
話
し
合

わ
れ
た
内
容
は
盛
沢
山
だ
が
、

「
各
地
域
各
企
業
で
取
り
組
む

新
し
い
試
み
」
と
し
て
、
福
岡

県
春
日
市
の
老
人
給
食
宅
配
や

宮
城
県
涌
谷
町
の
保
健
婦
と
看

護
婦
が
ペ
ア
で
行
う
在
宅
訪
問

の
報
告
も
載
っ
て
い
る
。
パ
永

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で

は
、
横
浜
市
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
協

会
の
シ
ス
テ
ム
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
切
符
の
提
案
な
ど
が
H

し

な
や
か
な
「
共
生
」
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
両
立
H

の
視
点
か
ら
語

ら
れ
て
い
る
。
若
者
を
交
え
た

大
討
論
も
あ
る
。

二
白
目
は
ρ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
限
界
と
行
政
の
侵
割
H

H

誰

が
支
唱え
る
農
村
の
高
齢
化
H
H

ひ

と
り
暮
ら
し
の
人
権
を
阻
む
も

の
H

の
テ
l
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
パ
永
ラ
l
の
話
と
フ
ロ
ア
と

己
れ
は
「
高
齢
化
社
会
を
よ
の
意
見
交
換
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

く
す
る
女
性
の
会
」
第
十
一
回
ア
の
問
題
で
は
、
福
祉
事
務
所

全
国
大
会
(
一
九
九
二
年
九
月
の
職
員
が
行
政
の
考
え
方
を
明

五
、
六
日
/
宮
城
県
民
会
館

・

ら
か
に
し
、
農
村
の
問
題
で
は

エ
ル
パ

l
ク
)
の
記
録
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
良
い
在
宅
サ
ー
ビ
ス

一
九
八
二
年
、
策
京
で
の
第
一
が
あ
っ
て
も
世
間
体
が
福
祉
を

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
以
来
、
拒
み
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
権

高
齢
化
社
会
の
現
実
と
問
題
点
問
題
で
は
、
家
族
主
義
、
親
族

を
提
言
し
続
け
て
い
る
が
、
本
主
義
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

曹
は
東
北
六
県
と
新
潟
県
が
主
と
わ
か
る
。
臨
場
職
あ
ふ
れ
る

催
で
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
報
告
替
で
各
地
で
の
学
習
や
実

の
参
加
者
を
得
て
仙
台
で
聞
か
践
の
場
に
最
適
。
(
陽
)
(
ミ

れ
た
大
会
の
ま
と
め
だ
。

ネ
ル
ヴ
ァ
苗
房
千
七
百
円
)

qzoqグ
z
g
g字
詰
ク
ワ
ク

2
2ク
Zψ
ククケ

Z
V手
4
5
2
8
g手
五
古
宇

g
Z
E記
辛
字
亨

F，

「
女
・
老
い
を

し
あ
わ
せ
に
」

第
什
回
'
荏
H
L
よ
る
高
齢
化

社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録

〈共
につ
く
る
2
幸
一齢
社
会
〉

高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性

の
会
、
老
い
を
拓
く
み
ち
の
く

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
編

樋
口
恵
子
監
修

1

1
w・

女
の
目
で
視
る
ー
ー

⑪

「
日
の
名
残
り
」

執事と女中頭
をめぐる物語

コ
ロ
ン
ビ
ア
映
画

乙
の
映
画
は
、
一
九
三

0
年

代
か
ら
五
0
年
代
に
、
イ
ギ
リ

ス
の
貴
族
の
屋
敷
に
雇
わ
れ
た

執
事
と
女
中
頭
を
め
ぐ
る
物
語

だ
。
屋
敷
の
主
ダ
l
リ
ン
ト
ン

卿
が
捜
し
、
か
つ
て
客
と
し
て

担
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
が
屋
敷

の
新
し
い
持
ち
主
と
な
っ
た
。

執
事
の
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ス
は
そ

の
ま
ま
雇
わ
れ
る
が
、
使
用
人

が
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
二

種
し
た
て
の
若
葉
は
、
い
く

ぶ
ん
青
臭
い
の
で
す
が
、
乾

燥
し
て
く
る
と
、
ベ
イ
リ
ー

ブ
ス
特
有
の
香
り
を
放
つ
よ

う
に
な
り
ま
す
。

乾
燥
す
る
と
香
り
を
強
く

感
じ
る
の
は
、
生
の
葉
に
含

ま
れ
て
い
る
青
臭
い
成
分

(
乙
れ
が
芳
香
を
悪
く
し
て

い
る
)
が
、
水
分
と
一
緒
に

蒸
発
す
る
か
ら
で
す
。

ス
パ
イ
ス

・
メ
ー
カ
ー
で

は
、
世
界
の
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

の
芳
香
の
賀
、
精
油
の
含
ま

れ
る
毘
な
ど
を
評
価
し
て
、

産
地
と
収
種
時
期
を
決
め
、

商
品
化
し
て
い
ま
す
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家

庭
和
学
研
究
所
/
本
文
・
武

政
三
男
/
イ
ラ
ス
ト
・
細
田

貞
一

)

タ
イ
の
巻
却

料
理
上
手
の
A
さ
ん
の
作

っ
て
く
れ
た
「
ケ
l
ン
・
チ

ュ
l
・
ア
ラ
ー
ム
ッ
ク
」
(
イ

カ
入
り
澄
ん
だ
ス
l
プ
)
の

味
も
美
味
し
か
っ
た
。

ケ
l
ン
・
チ
ュ

l
・
ア
ラ

ー
ム
ッ
ク
は
、
唐
辛
子
や
コ

コ
ナ
ツ
ツ
ミ
ル
ク
、
タ
マ
リ

ン
ド
な
ど
の
入
っ
た
ケ
l
ン

・
ペ
ェ
(
辛
い
汁
、
タ
イ
の

カ
レ
!
と
呼
ば
れ
る
も
の
)

と
違
っ
て
さ
っ
ぱ
り
味
の
ス

ー
プ
で
あ
る
。
中
の
具
は
様

々
だ
が
豆
腐
、
春
雨
、
大
根
、

高
架
泊
目
な
ど
が
一
般
的
。

イ
カ
入
り
は
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
ご
馳
走
の
部
類
。

扇
風
機
が
カ
ラ
カ
ラ
廻
る

台
所
で
調
理
が
始
ま
っ
た
。

各
部
屋
に
ク
ー
ラ
ー
が
あ
る

よ
う
な
家
で
も
台
所
だ
け
は

開
け
放
た
れ
て
い
る
。
様
々

な
ス
パ
イ
ス
を
使
い
、
強
火

で
調
理
す
る
こ
と
が
多
い
タ

イ
で
は
合
理
的
造
り
だ
。
そ

れ
に
し
て
も
四
月
の
乙
の
季

節
は
暑
い
。
調
理
が
全
て
終

わ
る
と
必
ず
水
浴
び
を
す
る

A
さ
ん
の
気
持
ち
が
わ
か
る

と
い
う
も
の
。

さ
て
、
ス
l
プ
の
具
で
あ

る
イ
カ
だ
け
ど
、
一
匹
丸
ご

十
年
前
に
女
中
顕
だ
っ
た
ケ
ン

ト
ン
か
ち
、
屋
敷
の
記
事
を
見

た
と
ス
テ
ィ

l
グ
ン
ス
に
手
紙

が
来
る
。

「
私
が
女
中
頭
を
し
て
い
た

あ
の
頃
は
、
仕
事
は

t
し
く
、

あ
な
た
は
気
難
し
い
執
事
で
し

E
=伊川到
制
覇一義一一

琉
球
時
代
の
色
芭
蕉
布
の
再
現

に
挑
ん
だ
作
品
を
は
じ
め
着

物
、
着
尺
、
帯
地
な
ど
新
作
約

ω点
無

料

'vわ
l
る
ど
・
か
る
ち
ゃ
|

食
シ
リ
ー
ズ
「
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ

日
ハ
凹

V
伝
統
を
伝
』
え
、
今
に
活
き

る
l
平
良
敏
子
首
濡
布
展

日
日
開
ま
で
西
武
池
袋
居

西
武
ア
l
ト

・
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
器
に
入
れ
る
こ
と
を
考
え

て
小
ぶ
り
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ

で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
内
臓
が
き
れ

い
に
取
れ
る
よ
う
に
足
を
よ

手
に
引
き
抜
く
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。
力
一
杯
足
を
引
っ

彊
る
と
内
臓
が
中
に
残
っ
た

り
、
胴
が
破
け
る
の
で
慎
重

に
、
し
か
し
手
早
く
処
理
を

し
て
い
く
A
さ
ん
の
腕
前
は

お
見
事
。
次
に
中
に
入
れ
る
具
の
準

備
。
ボ
l
ル
に
豚
の
ひ
き
肉

を
入
れ
、
ナ
ム

・
プ
ラ
l
、

ナ
ン
マ
イ

・
ホ
イ
(
オ
イ
ス

タ
l
ソ
l
ス
)
、
コ
シ
ョ
ウ

で
味
付
け
を
す
る
。
パ
ク
チ

l
(
香
菜
)
の
根
を
包
丁
の

背
で
パ
ン
f
と
た
た
き
、
み

じ
ん
切
り
に
し
て
加
-
え
る
。

「
乙
れ
は
香
り
と
味
を
複
雑

に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

よ
」
と
A
さ
ん
。
毎
日
の
食

事
の
中
心
が
肉
よ
り
魚
と
い

う
彼
女
の
作
る
今
回
の
料
理

は
ひ
き
肉
に
春
雨
(
湯
で
も

ど
し
て
カ
ァ
ト
し
た
)
を
入

れ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

よ
く
よ
く
乙
ね
て
か
ら
イ
カ

に
詰
め
、
沸
騰
し
た
楊
で
火

が
通
る
ま
で
煮
る
。
味
付
け

は
ナ
ム

・
プ
ラ
l
を
少
置
に

し
て
漕
味
。
香
り
づ
り
に
芹

菜
の
葉
と
油
紗
め
の
み
じ
ん

切
り
ニ
ン
ニ
ク
。
市
形
に
カ

l
ビ
ン
グ
に
し
た
大
根
と
ニ

ン
ジ
ン
の
簿
切
り
を
入
れ
た

の
で
パ
ー
テ
ィ
料
理
に
な
っ

た
。

。ズーア。
J九六比
く→二二顎t

、

ご:弘去のグ汐/:
スルメイ力

(芦
田
杏
子
)

、アジのたたきは
スプーンでこそくー

小アジをタタキにする時、小さな体

を3枚におろす作業は手聞がかかりそ

うで、つい敬~したくなる。簡単に作

るコツ。内臓を取り皮をむき、ティー

スプーンで背骨に沿って肉をこそぐと

突にされいに身が取れる。大きなアジ

を3枚におろす時も、中骨の回りの身

をスプーンでこそぐときれいに取れ、

ムダ無く食べられる。

回大 日本水産会・

おさかな普及協議会
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27舎がliibib生活
①お野菜たっぷりスープパスタ(クリーム)/280円(220g)

ねむっていた電子レンジが大活躍する[新・レンジ生活]のメニュー。

その①は、レンジでできる揚げたてのおいしさ、「サクサクコロッケ」。

その②は、スピーディー&ヘルシーな「お野菜たっぷりスーフ。パスタ」。

その③は、焼きたてのおいしさがうれしい「焼き上げえびグラタン」。

どれも、レンジメニューのイメージを変える

新しいおいしさで新発売です。

レンジもよろこぶ。

①焼き上げえぴグラタン/260円(220g)

~'圭唱 I .J 内情 i~ ， .1 ，も Jt
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世
界
の
三
大
ス
パ
イ
ス
に
ド
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

す
が
、
和
名
で
は

『月
桂

樹

で

す

。
で
も
、
庭
木
の
品
種

数
え
ら
れ
る
の
が
ペ
パ

l

古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
健
の
葉
』
と
い
い
ま
す
。
日
本

で
も
利
用
で
き
る
の
で
、
活

(
胡
榔
)
、
レ
ッ
ド
ペ
パ
l

康
を
促
進
す
る
も
の
と
し
で
は
仏
名
の
『
ロ
l
リ
エ
』
用
方
法
を
工
夫
す
る
と
良
い

(
唐
辛
子
)
、
ベ
イ
リ
!
プ
て
、
尊
重
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
(
月
桂
樹
の
襲
)
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
創
立
さ
れ

ペ
パ
!
と
レ
ッ
ド
ペ
パ
ー
の
た
時
に
は
、
競
技
の
勝
者
に

特
徴
は
辛
味
で
す
が
、
ベ
イ
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
で
作
っ
た
冠

リ
ー
ブ
ス
は
、
爽
や
か
な
香
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
以

り

で

す

。

後

、
戦
い
の
勝
利
者
の
シ
ン

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
、

そ
の
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

香
り
を
料
理
に
生
か
す
と
と
ま
す
。
学
士
の
称
号
の
『
パ

も
に
、
肉
の
臭
み
消
し
の
目

カ
ロ
レ
ア
』
の
意
味
も
、
実

的
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
己
は
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の
果
実
の

の
香
り
は
多
く
の
人
の
好
み
こ
と
。
勉
学
が
首
尾
よ
く
完

に
合
い
、
い
つ
し
か
健
康
の
成
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る

シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
健
康
や
の
で
す
。

薬
効
に
ち
な
ん
だ
エ
ピ
ソ
l

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
は
英
名
で

た
が
、
私
の
人
生
で
一
番
幸
せ
正
し
た
く
て
μ

ケ
ン
ト
ン
の
所

な
日
で
し
た
」
と
ケ
ン
ト
ン
は
に
向
か
う
の
で
あ
る
。

述
べ
、
現
在
、
娘
は
結
婚
し
、
雇
い
主
に
あ
く
ま
で
も
忠
実

夫
と
は
別
居
中
で
、
こ
の
先
は
に
仕
え
る
の
が
執
事
の
職
分
と

自
分
を
伺
か
で
役
立
て
た
い
と
信
じ
、
徹
底
し
て

「私
」
を
封

由
い
て
き
た
。
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
じ
込
め
執
事
と
し
て
生
き
る
こ

ス
は
「
あ
な
た
が
結
婚
で
去
ら
と
に
誇
り
を
抱
い
て
い
た
の
が

れ
て
以
来
、
あ
な
た
に
優
る
後
ス
テ
ィ

1
ヴ
ン
ス
だ
。
だ
か
ら

任
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
ケ
ン
ト
ン
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

返
事
を
書
き
、
ケ
ン
ト
ン
を
再
好
意
に
動
揺
し
、
個
人
と
し
て

び
迎
え
た
く
て
会
い
に
行
く
。

対
応
す
る
場
面
で
、
執
事
の
プ

導
入
部
の
二
人
の
手
紙
は
、
ラ
イ
ド
を
優
先
さ
せ
て
し
ま

一
方
は
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
う
。

を
告
げ
、
一
方
は
仕
事
よ
の
敬
プ
ラ
イ
ド
の
質
乙
そ
問
題
な

憲
の
み
を
示
し
て
、
さ
り
げ
な
の
を
、
男
が
気
づ
く
の
は
い
つ

く
二
人
の
関
係
を
明
か
し
て
い
も
遅
い
。

る
。
二
十
年
閣
の
ダ
l
リ
ン
ト

食

*

ン
邸
で
の
で
き
ご
と
が
、
執
事
「
そ
の
人
の
人
間
性
は
、
ど

の
回
想
の
形
で
描
か
れ
る
の
だ
う
い
う
時
、
ど
う
行
動
す
る
か

が
、
ダ
l
リ
ン
ト
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